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< 表 紙 解 説 >

ガ リ ウ ム ・  ヒ素化合物半導体の原子配列の様子を示して

います。 青がGa原子、  赤がA s原子を示しています。  上

図が( 1 1 1 )  A面、下図力 t ( 1 0 0 )面で、結晶面により原子

配列が異なっています。詳しくは、  「結品の切り ロを変え
たら新しいデバイスが見えてきた 」  をご覧下さい。
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e巻頭言

A T R  もお蔭様で10年目半ばを迎え、 学術面での成果と  して、 約5, 000件にのぼる国内外学術論文の発表、

さらに世界的に権威のある I E E Eを初めとする学術団体からの毎年の受賞など、  内外から高い評価をいた

だ け る よ う に な っ て き て お り 、  現場の研究者も大いに張り切つております。

また、産官学の研究人材育成において、約720名(外国籍170名を含む)の0B研究員を輩出し、それぞれの

方々は幅広い分野でご活躍をいただいております。

この結果、  常時総研究員の20%にあたる40̃50名の外国籍研究員が滞在し、 内外の大学や主要な研究機関

との間で共同研究や研究者の相互交流を行うなど、 国際的な最先端研究拠点の一員に加えていただける様に

なって来ております。

一方、産業面では、約600件の特許出願、さらに科学技術庁の注目発明表彰の連続受賞などの成果を挙げ

るとともに、 9 3年にはATR内に開発室を新設し、研究成果を活用したュニー クな製品として音声研究用の

標準データベース 、 A T R ヒヤ リングスクールやアルツハイマ一病診断システムなどの普及を進めております。

しかしながら、  産業面での研究成果のなお一層の普及が、  1 0 年目を迎えたA T Rに とっての最重要課題で

あり、今回は巻頭言をお借りして、  出資企業様を始めとする産業界のリ ーダーの方々に、 一層の御協力と御

支援をお願い致したいと思います。

その際、 産業面での成果普及の最も基本となるのは、  実際のビジネス環境を熟知され、 世の中のニーズを

一番理解されている出資企業の皆様の 『 知恵 』です 。  もちろん、  A T Rの研究は長期にわたる基礎的・独創

的研究なので、 研究テーマや研究手法の選択には、 研究者の創意工夫を最大限認めていただかなく て は な り

ませんが、 『研究資金』を出すからには、  その研究成果の活用にはどしどし 『知恵 』や 『協力の手 』を出し

て頂きたいと思います。  研究内容が基礎・独創指向とはいえ、  その成果の産業面での活用を忘れてはならず、

『 知恵 』 や 『 協力の手 』 を出 していただ く こ と が 、 A T R の研究を さ らに活性化する こ と に装が る と確信 し

ております。

昨年11月に開催しました第8回研究発表会の機会にも御紹介させていただききましたが、現行の仕組みに

おいても、  ATR研究成果の出資企業様での活用には、

( 1 )  研究員出向制度を利用した研究初期段階からの商品化取り組みのスター ト

( 2 )共同研究形態を利用した研究成果のビジネス面での評価

( 3 )  ィニシャルぺイメント無し特許利用方式による初期投資リスクの小さな成果利用

( 4 )  開発室による技術移転に対する支援サー ビス

など、多くの便宜が用意されています。  さらに、成果の事業化を促進するための新たな仕組み作り  (個々の

企業のビジネス展開にとって有効な特許利用など )  にっいて、 改善検討を進める予定です。

学術進歩への貢献に加え、産業面への貢献の両輪が揃うことによって、真のATR研究成果の社会への還

元がな され る と 考 え てお り 、 今後 と も 、 パー トナ一企業さんとの連携に努力していく所存ですので、御協力

と御支援を宜しくお願い致します。



〇特集

プロジェク  ト終了にあたって

( 株) ATR通信システム研究所

代表取締役社長 寺島 信義

「知的通信システムの基礎研究」 に関する試験研究プロジェク  トは、 基盤技術研究促進セン夕一および民

間の出資企業のご支援の下、 1 9 8 6年4月から10年間のプロジェクトとして発足しました。  爾来10年が経過し、

間もな く終了し よ う と し ています 。

この間、 2度にわたり、基盤技術研究促進セン夕一より中間時技術評価をいただき、評価委員の先生方よ

り高い評価をいただいたところであります。  プロジェ ク ト終了にあた り 、  これまでの研究活動を振り返ると

と もに今後の展望などを述べること と します。

[i] 研究テーマ
21世紀の高度情報社会を展望したとき、 われわれの生活にとり、  情報通信サー ビスが益々重要な役割を果

すに違いありません。

情報通信サー ビスが、  われわれに と っ て な く て は な ら な い も の に な れば な る ほ ど 、  誰にでも使い易い

ヒ ューマン フ レ ン ド リ ーな高度なサー ビスが求められます。 そこで本試験研究では、 このよ うな視点から 、

使い勝手の良い高度な情報通信サー ビスを提供するための要素技術となる 「知的通信システムの基礎研究」

を行 う こ と を目的 と し ま した 。  このよ うなシステムを実現するために、  中核となる次の 4つのサブテーマを

と り あ げ研究を行 う こ と と し ま し た 。

(1) ソ フ ト ゥ ェ アの自動作成

(2) 臨場感通信会議への知能処理の応用

(3) 臨場感通信会議のための画像処理等の信号処理

(4) セ キ ュ リ テ ィ

[2] 研究のシナリオ

高度情報社会に向けた 「知的通信システム」 の実現を日指して、 以下のシナリオで研究を進めました。

(1) ソフ ト ウェアの自動作成の研究

高度情報社会の多様なニーズに応えるため、  その基盤をなす通信サー ビスの高度化、 多様化が求められ

ています。 通信の非専門家が通信サー ビスを記述し、 動作を確認し、 既存サー ビスとの矛盾を検出できる

ことなどを目標に、ソフトゥェア作成の上流工程に焦点を当て研究を進めました。

(2)(3) 臨場感通信会議のための知能処理応用、 信号処理の研究

高度情報社会の構築に向け、 画像処理などのマルチメディア処理が重要な役割を果たします。

この実現のため、 遠隔地にいる会議参加者が一堂に会している感覚で、 会議をしたり 、  共同作業するこ

とができる環境を提供する  「臨場感通信会議システム」 という新概念を世の中に先駆けて提案し、  こ れに

的を絞つて効率的に研究を進めました。

(4) セ キ ュ リ テ ィ の 研究

高度情報社会において、 情報の機密保持は重要な課題であります。 この実現のため重要な役割を果たす

暗号技術、 機密漏洩検出技術に的を絞り、 効率的に研究を進めました。

El 具体的な研究成果
1 0年間研究を進めることで、  種々の111f:余曲折はあったものの、  当初まだ開発されていなかった技術が具体



的にわれわれの手の中に入るところまできま  した。 これらの成果の主なものをサブテーマ毎に示します。

(1) ソ フ ト ウ ェアの自動作成の研究

図形、 言語などを用いて仕様を記述するだけで通信サー ビスが定義でき、 その結果をァニメ ー シ ョ ン で

確認できる技術、新規サー ビスが導入された時、既存のサー ビスとの矛盾をチェックし、矛盾があればそ

れをューザに知らせる技術、  ソフトゥェアを対象マシンに合わせて自動的に生成する技術等で成果が得ら

れました。  そしてこれらの技術を取り入れたプロト夕イプシシステムを構築して、  それらの有効性を検証

する こ とがで き ま した 。

(2)(3) 臨場感通信会議システムの知能処理応用、 信号処理の研究

三次元立体視のためのレンティキュラーシー トを用いた眼鏡なし立体表示技術、 仮想物体を操作したり、

物体の衝突を検出するための手振り認識、 衝突検出技術、 非装着形の視線検出技術、 人物像表示のための

人物像の実時間認識・生成技術等で成果が得られました。 そしてこれらの要素技術のいくっかを統合した

臨場感通信会議システムを構築し、 その有効性を検証しました。

(4) セ キ ュ リ テ ィの研究

デー タベースシステムを対象とした情報漏洩の検出技術、ネットヮー クのセキュ リテ ィモデル技術、高

速暗号、 素因数分解技術などで成果が得られました。

[i] 研究の効果
3項で記述したような最先端の技術が生み出された結果、学会、  マスコ ミ 、雑誌等から注目され、多くの

招待講演、取材、表彰などを受けること とな りました。

学術的にはソフトウェアの自動作成の先進的研究が契機となり1 9 9 3年1月に電子情報通信学会に「通信ソ

フ ト ゥェアの新しい方法論」  に関する時限研究会が発足し、 わが研究所はこの中で大きな役割を果していま

す。また、今年10月には通信サー ビスの競合検証に関する I E E E主催のフィ ーチ ャ イ 夕 ラ ク シ ョ ン の 国 際

ワー ク シ ョ ッ プ も A T R に招致し 、成功を収めま した 。

臨 場 感 通 信 会 議 シ ス テ ム の プ ロ ジ ェ ク ト にっいては、  I E E Eの R OM A N  ( ロ ボ ッ ト と 人 間 の イ ン 夕

フェー スに関する ) 国際会議、 A C C V ( ア ジア地域のコンピュ一夕ビジ ョ ン国際会議 )等で主導的役割を

果たすところまできました 。また 、昨年の I T U全権委員会議 (京都開催 )の展示会において臨場感通信会

議システムを展示し、  皇太子殿下ご夫妻のご来臨をいただき好評を博しました。

さらに学会の論文賞や注目発明表彰などで、  高い評価をいただいています。

そして注目すべきは、  例えばわれわれが世界に先駆けて提唱した 「臨場感通信会議システム」 の概念と、

その具体的提示は、 内外を問わず専門家の高い評価をいただいたことであります。

このよ うに 「世の中にない概念の提示とその実践 」を万人が認めてくれるとい う こ とは 、当た り前と言え

ばそれまでですが、  身を も っ て体験で きた こ と はプ ロ ジ ェ ク ト に携わ るわれわれに と っ て大 きな励み と な り

ました 。

国 今後の展望

現在、終了に向け、成果のと りま とめに全力を尽くしているところであります。成果のいくっかは、これ

までの活動の結果として産業界への移転が図られっつあり、  今後とも成果の普及にっとめA T Rの役割の一

端を果たしてゆきたいと考えております。

このプロジェク ト研究において、  前述しま した よ う に 、  当初未開発の技術が開発され具体的な姿を現して

きました。  これらの概念やそれを実現する要素技術は、 学術的また産業応用的に大きな役割を果たしてゆく

ものと思います。  この試験研究で研究してきた要素技術が、 将来の局度情報社会の構築に大いに貝献するこ

とを期待しています。  さらに本試験研究を発展的に展開し、新分野を開拓することを目的に、今年3月に設

立された㈱ATR知能映像通信研究所に対しても引続きご指導、  ご鞭撻賜わる様お願い申し上げます。

最後に、  この10年間変わらぬご支援をいただいた基盤技術研究促進セン夕一及び出資企業の関係者のみな

さ ん 、  ご指導いただいた、  内外の諸先生方はじめプロジェク  トの関係各位のみなさんに深甚の謝意を表し、

ご挨拶といたします。



e特 集

創業の頃を顧みて

一黎明期の大阪暫定研究所一

NTTアドバンステクノロジ株式会社 技術調査部長

前 ( 株 ) A T R 通 信 シ ス テ ム研究所社長

山下  紘一

1986年4月 1 日 ( 火 )  午後 2時 、  大阪ビジネスパー クに竣工間もないツイン夕ワーMIDビルの12階の一

室に、1 0余りの機関。企業からの研究所員30数名が集まり、日裏社長の開所の挨拶に聞き入つた。開所式の

後14階に上がると、 南北に走る廊下が区切るフロアの東半分、  ガランとした空間の一角に机が10個ばかり配

置されてお り 、  それが通信システム研究所と光電波通信研究所の共同オフィスであり、  廊下の向いの西半分

は自動翻訳電話研究所と視聴覚機構研究所であった。

もっともこの時点では、各研究所はまだそれぞれ、国際電気通信基礎技術研究所の情報科学第1研究部、

光電波研究部、情報科学第2研究部、人間科学研究部であり、株式会社である各研究所の創立は4月26日で

あった。  この日はチェルノブイリ原発事故の当目である。

ツ イ ン 夕 ワー ビルの 1階から 4階を占めるハイセンスなシ ョ ッピング街は、連日見物客で娠わった。真新

しいオフィスビル街に高級ホテル、  そして大阪城公園。 ATRは大阪新名所の真つ只中に位置していた。  5

分も歩けば大阪環状線、学研都市線、京阪電車の京橋駅であった。 このよ うな都市センタ一型研究所として

歩み始めたことは、  ATRが多くの方々の来訪を得て、  認知度を早急に高めるのに効果的であった。

京橋駅界隈は歓楽の巻である。 日暮れ時になる とだれから と もな く声がかか り 、繰 り出すこ と となった 。

そ こに益 く ェネルギ一溢れる赤提灯群は、 異なった機関や企業から集まった研究所員が打ち解け合う格好の

語らいの場であった。

研究は研究計画の策定と研究環境の整備から始まった。これは、既に策定された研究プロジェクト 「知的

通信システムの基礎研究」 の大綱に沿つて、 研究内容を具体化するものであった。

通信ソフトゥェア研究室の門田充弘室長と田中一敏主幹研究員、知能処理研究室の小林幸雄室長、秋山健

二主任研究員と私の5人に、  時にはぶらり と立ち寄られる葉原A T R副社長も交えて、  通信の未来論に時の

経つのも忘れた。  終日議論した帰宅の電車で黑]革にぶら下がって論議を続けたのも、  今は懷かしい思い出で

あ る 。 こ の よ う な議論の中か ら 、 キ ャ リ イ ン グ ビークルとして臨場感通信会議や知能処理によるソフ ト ゥェ

ア作成のイメージが形作られていった。

計算機やヮー ク ス テーシ ョン 、実験機器、図書、フ リ ーアクセス化等研究環境の整備も日毎に進んだ。こ

れに伴って、  14階東側は通信システム研究所が占有し、 西側には光電波通信研究所、 そして自動翻訳研究所

と視聴覚研究所は13階を占めることとなった。

その後も、  研究規模の拡大により各研究所は新しいフロアへと拡張を続けた。 このよ うにして研究所の体

裁も整つた9月 1日、若手研究員の第1陣を迎え入れることとなった。通信システム研究所も気鋭の研究員

8名が加わり、  研究は新しい発展段階へと進んだ。

創立から3年間の大阪暫定研究所時代の中でも最初の5カ月は、  私にとって特に様々な出合いに満ちた興

奮の日々であった 。記憶を辿ろ う とする と 、  当時の興奮した感覚と共にATRの内外を含めて多くの方々に

支えられたという思いが、  ま ず蘇つて ・く る 。  一つ一つ述べる紙幅はないが、 改めて謝意を表すとともに今後

のATRの一層の発展を祈念するものである。

4



e特 集

ATR通信システム研究所草創期の こ ろ

日本電信電話株式会社 ネ ッ  ト ヮーク サ ービスシステム研究所

第一プ ロ ジ ェ ク ト グ ループ リ ーダー

元 ( 株 ) A T R 通信シ ス テ ム研究所通信 ソ フ ト ウ ェ ア研究室長

門田  充弘 -

A T R ジ ャーナル22号がプロジェク ト終了特集とのこと、  一昔前の創干l」号をめく りながら時の早さに驚い

ています。10年前の住所は「大阪市東区城見2丁目」です。

私のATRは1986年4月、 窓から水平に視線を移すと大阪城が一望に眺められる、住所どおりのビルのフ

ロアでス夕一トしました。長い東京生活から大阪のお城が見れる場所で仕事ができるというので、夢のよう

な気持ちで届いたばかりの机の梱包を解いたのを覚えています。

最 初 に メ ン バーは 5人で 、  まずやったこ とは研究テーマ選びでした。

A T R は  “目的基礎研究” を や る と こ ろ で あ り 、  他の大学や会社と変わらないテーマをやるのでは、 A T R

の存在価値が無い、 また会社形式の研究所ですから、 いっ何の役に立つのか分からないというのも困ります。

と い う 訳 で 、 通信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研究室 と し て 、 研究テーマは、 ・非言語的意志疎通の研究、 ・ 高 セ キ ュ リ

テ ィ ネ ッ ト ヮー クの研究、 ・通信ソフ ト ゥェア自動作成の研究、の 3つを設定しました。

一応の研究テーマ設定のあと、  9 月か ら加わる第 2陣のために 、研究所のインフ ラ作 りに入 り ま した 。

テーマの関係でワー ク ス テー ションや計算機の設置が最初の作業になり、  おかげさまで最新鋭のものを揃え

る こ と が で き ま し た 。  しかし困つたこ と もあ り ま した 。それは故障や問題が起こった時に、ほとんどの場合

大阪には予備の部品がなかったり、  細かいことの分かる技術者がいなかったりして、  解決するのに半月程度

か か っ て し ま っ た と い う こ と で す 。  今ではこの問題はないと思いますが、  A T R が関西にできたこ と も少し

はこの改善に貢献したのではないでしょ うか 。

研究図書の購入も大急ぎでした。書店の方に協力してもらって相当数を揃えることができましたが、  問題

は学会誌等のバックナンバーが揃わないことです。これは急にできることではなく 、歴史的厚さの重要性を

実感しました。

1986年9月から研究者が增えて本格的に研究開始しました。 非言語的意志疎通の研究では、 概念図のサン

プルに簡単な通信サー ビスのソフ トを作る作業をしてもらい、  その一部始終を電子化することをまずやりま

した。

設計しながら設計者が頭に浮かべていることを適当な塊にして文字化する訳ですから結構大変で、  私が在

籍した3年間は題材集めや試行錯誤の連続だったように思われます。  しかし今では ( 私の手もとに送つて 頂

く論文集を見ると )  毎年60̃7 0件が発表されるまでになって、 見違える感じです。

関西にある大学の先生にその頃できたばかりのA T Rのロゴマー ク を紹介した と こ ろ 、  A T R研究者が 2

̃ 3 年の出向者で構成する とい う こ と を心配されて 、  「研究がAT Rのマー クのよ うに切れ切れにならない

よ う に し な い と 」  と言われたのを覚えています。  最初の研究を引き継いで頑張つていただいた歴代の研究者

の方には本当に感謝します。

1987年には、 「相楽郡精華町乾谷三平谷」 の研究所建設現場を見学しました。 山を崩しただけの何もない

だだっ広い台地に、 1 0年目のATRは「精華町光台」で最先端のビルに囲まれて、  中身も周辺も飛躍的に発

展しました。新しいプロジェクトでは、 1 0年間の貴重な蓄積を大事にして、さらなる発展を期待しています。

3年間は今から振り返ると本当に短い期間でしたが、  私に と っ ては 、  新しい組織、-新しい勤務地で、 働き
盛りの時間を過ごせたという三拍子で、  何物にも代え難い時間だったと思います。
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e特集

プロジェク  ト終了にあたって

( 株 ) A T R光電波通信研究所

代表取締役社長 猪股 英行

当所は、将来無線通信が最も重要な役割を果す移動通信。衛星通信に必要となる高機能伝送系および小型

軽量化通信系のための基礎技術の確立を目的として、 1986年4月26日、基盤技術研究促進センタ一並びに

民間企業百数十社からの出資を得て、 関西文化学術研究都市の精華・西木津地区に設立された。 研究所の建

物・施設ができるまでの約3年間、大阪市束区城見のツイン21ビル内に暫定研究所を設置し、研究をスター

ト させた。

以来、1996年3月末日をもって10年間の研究活動を終了し、以後は業務の主体を成果管理に移行する。本

稿執筆を1 0年間のアクティビティ ーを総括する機会としたい。

10年間の統計データ

当所のプロジェク トの総称は 「光電波通信の基礎研究」であり 、表 1にサブテーマとそれぞれの研究目標

及び担当研究室を示す。 ( )内は各研究室に10年間に在籍した研究者の人数である。また、当所10年間の

プロジェク トに携わった研究者を分類したものが表 2である 。  このほかに、  当所の運営に大きく寄与した企

画課の職員が6名と派遺社員による研究補助員が18名いる。  また、  豊橋技術科学大学をはじめとする約20名

の実習生 (学外実習生 )を受け入れた。

表 1  プ ロ ジ ェ ク  トのサブテーマと目標

サ ブ テ ー マ 名 研 究 目 標

高精度捕捉・追尾技術,  高出力高感度送受信
技術,地上評価技術の基礎的研究

担 当 研 究 室

光衛星間通信
無線通信第一研究室

(38)
ア ク テ ィ  ブアンテナ

通信用 (特に移動体用,  小型地球局用) と し
ての小型高機能アンテナの基礎的研究

信号処理・干渉除去
デ ィ  ジ夕ル信号処理を高度に応用 した高性能
な適応干渉除去技術・高分解能化技術の基礎
的研究

無線通信第二研究室

(44)
回路小型化

アナログ回路の小型化を目指し ,  MM I Cの
高集積化,  及び光との融合技術の基礎的研究

通信用デバイス
i 材料物性
ii 非線型光素子
i i i計算物理

新しい通信用デバイスにっいての基礎的研究
(新材料,  微細化した光半導体素子の製作技
術 ,新機能素子の利用技術 ,工程開発等 )

通信デバイス研究室

(46)

表 2  10年間の在籍者数等 (1995年9月末現在)

人 数 平 均 在 籍 月 数 採用時の平均年令

32. 5 ( 4 2 . 1)出向研究員 (室長再掲) 1 0 4 ( 9 ) 34. 2 (40. 9)

客員研究員(外国籍再掲) 2 2 ( 1 5 ) 15. 0  (16. 7 ) 33. 1  (33.3)

プロパー研究員 2 66.0 25. 6

48.7社 長 2 57.0

合 計 130 31.8
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表 3  成果の発表 (1995年9月末現在)

研 究 発 表 件 数 特 許 出 願 件 数

①国内大会 ・研究会 (口頭 )

②国際会議 ( 口頭 )

③論文誌等 ( 誌上 )

730
282
262

国 内 ( 登録数 )

国 外 ( 登録数 )

167 ( 21 )

1 3 ( 4 )

合 計 1274 合 計 180 (25 )

次に、 当所における研究活動の成果と しての対外発表を表3に示す。 プ ロ ジ ェ ク  ト推進に携わった研究者

総数130名の平均としてみると、①国内大会・研究会での発表が5. 6回、②国際会議での発表が2. 2回、③論

文誌上発表が2. 0回、そして特許出願が1 . 4回となる。研究者の8割を占める出向研究員(出資会社に本籍を

もっ研究員) の平均的描像として次のような姿が浮かび上がる。  3年弱当所に在籍する間、 約半年のテーマ

の具体化・準備の期間を経た後、半年毎に国内大会・研究会で発表し、年に1回は国際会議で発表するとと

もに論文誌上に投稿し、 採択される。  そして、  自分の研究上のアイデアに関する特許出願を1 ̃ 2回行う。

在籍中又は復帰後に当所での研究を柱にして学位を取得した者は、 既に15名を数えている。

研究成果の社会への還元
表1に示した研究目標からわかるよ うに、基礎的な、かなり先を見た、また、かなり多岐にわたる研究に

取り組んだ。  七つのサブテーマに関する研究内容及び具体的な研究成果の紹介はATRジャーナル10周年特

集号(1996年4月26目発刊予定)  に譲るが、  10年間の研究進111;,とともに成果の性格はかなり分化している。

即ち、

〔 1 〕純基礎的な成果 :G a A s高指数面の物性の解明、超格子非線形光素子の多機能性の解明、超格子内

キャリア輸送に関する新メカニズムの発見と解明、超潤滑現象の理論的解明、など。

〔 ,2 〕 先 導 的 な 成果 : 衛 星 の 1 µ r a d以下の高精度捕提・追尾に関する基礎技術の確立、光カオス現象の通

信デバイスへの応用可能性の実証、光制御による広帯域マイクロ波アンテナの実証、など。

〔 3 〕  システム と しての高機能性の実証 : D B F アダプテ ィブアンテナ ・干渉除去システム 、広帯域パーソ

ナル通信用光ファイ ノ、、・ ミ リ 波 シ ス テ ム 、  レーザ マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン 、 な ど 。
〔 4 〕要素技術としての高度化の実現 :多層構造によるMM I C化方向性結合器、 1 . 0 6 µ m 帯光 フ ァ イ バ型

增幅器、横型 ト ンネル接合 ト ラ ンジス夕 、など 。

〔 1 〕 ̃ 〔 4 〕 のいずれも 、学術的 ・工学的に高い評価を得てお り 、我が国が諸外国から強 く求められ 、

また 、  A T Rの発足当初からその第一の基本理念とした、  「電気通信分野における基礎的・独創的研究の推

進」 に十分寄与できたものと考えている 。 さ らに 、  〔 3 〕 及 び 〔 4 〕 にっいては、時間的に近いところでの

製品化を通じて実利用面での貢献が十分考えられる。  しかし、 当所のみの力では実用化は困難であるのでそ

こに至る道と して 、現在 、適当なパー ト ナーの協力を求めている。実用化を促進することによって、基盤技

術研究促進セン夕一、 郵政省、 大蔵省等の直接的な要請にも応える所存である。

以上のような成果を生む原動力となったのは、  言 う ま で も な く 人 で あ り 、  その中核となったのは出向研究

員である。  研究意欲のある若手研究者を多く出向させてい .ただいた出資企業及び研究者自身の頑張りに感謝

する 。  当所での3年弱の経験を積んで出向元に復帰した研究者の何人かが、  “ A T R で 仕事 し て も得 る こ と

は無いから、  派遺するのはもう止めた方が良い”  と言った とすれば 、  このような仕組の研究所は成り立たな

い。結果として 、一人としてそのよ うな報告をした様子は無く 、力一杯引っ張つて くれたグループ リ ーダー

や室長の見識と尽力に心から敬意を表する。  折りにふれ、  さ らに新たな視点からの刺激をもたらして くれた

客員研究員の貢献も大きい。 最後に、 1 0年間にわたり多大なご支援・ご協力をいただいた内外の関係機関の

方々に厚く御礼申し上げる。

7



8

e特集

「ATR光電波通信研究所」 の
研究活動終了にあたって

郵政省通信総合研究所所長

前 ( 株 ) A T R 光 電波通信研究所社長

古 濱 洋 治

去る1995年11月 2 日ATR研究発表会に参加した。  ATR光電波通信研究所にとって今回が事実上最後の

研究発表会であり、  またAT Rを離れて2年 5ヶ月の間研究発表会に参加する機会がなかったので、  今回の

参加は意義深いものであった。  研究成果の多くがシステムあるいは要素技術の応用例として展示されており、

到達目標として考えていたことが具体的に実現されていて感激した。  図表  「光電波通信の基礎研究一 10年間

の歩み」を見ると、研究活動の経過がよく分かる。

約10年前の立ち上げ期には、 多方面の方々にお世話になり、 どの部分を欠いても今日の発展は考えられな

い。 以下、 立ち上げ期における研究活動に直接関係した事柄にっいて述べる。

研究所の研究分野、研究費、要員規模の大枠は、基盤技術研究促進セン夕一に提出した出資申込書によっ

て既に決められていた。具体的な研究計画の大枠は、19 8 6年4月から約半年の間、私と3人の研究室長(敬

称略;安川交二、相川正義、藤本動 ) と 2 人 の主任研究員 ( 敬称略 ; 樫 木堪四郎 、田中利憲 ) と に よ る 討論

と試行錯誤を通じて決めた。  最初の半年間ほとんど毎日夜遅くまで議論し、  京橋のツイン2 1ビルにあった暫

定研究所の中を作業のため動き回つたことが懐かしい。  研究テーマの具体化に当たって、  基礎的研究に力点

を置くか、応用研究に力点を置くかでかなり議論した。  ATRの設立主旨は前者であり、基盤技術研究促進

セン夕一からの要請は後者であったため、  両者のハイブ リ ッ ド で行 く し かなかった 。  これが研究計画の性格

を決定した重要な要因の一つであった。 応用に近い研究で成果を挙げながら、  先行きの不透明でリスキーな

研究を推進することにした。

優秀な研究者の確保が最大の関心事であった。 中でも研究指導者の確保が要と言える。  最初の一年間、 研

究者を集めるこ とができるかど うか心配であった。  このため、 出資会社を対象に年2回研究員募集のための

説明会を行つた。 また主要出資企業に研究者の派遺をお願いして回つた 。  結果として各研究分野で中心的な

研究者を確保できた。  こうした人材を派遺していただいた各機関のご協力に心からお礼申し上げたい。

研究活動の評価にっいては、大きく言えば後世に待たざるを得ない。従つて、可能なことは精一杯追及し、

後悔しないよ うにするとい う姿勢で通した。  また 、  各機関の中でやりたいにも拘わらずできなかった研究を、

自由にできるよ うな雰囲気を作つたこ とが良かったのではないか と思 う 。  自由に研究していただいて、  結果

で判断するという方向で臨んだ。  A T Rが成功したとすれば、  “良好な研究環境を準備し、 優れた研究者を

集め、 彼等による研究活動が優れた研究成果を生み、 これが新たな優れた研究者の吸引力となる”  と 言 う 良

循環を作る こ とに成功した こ とであろ う 。

今後はここで得られた研究成果を然るべき機関に移転して、  研究内容を継承発展させることが大切である。

研究成果の成熟度によって、受け皿の性格が異なってくる。成熟度のレベルに応じた受け皿を用意できるか

どうかに、研究成果活用の成否がかかっている。  最後に、 取りま とめを精力的に進められている現ス夕ツフ

の皆様の努力に敬意を表するとともに、  今後のご健闘を祈念するものである。



〇特集

ATR光電波通信研究所での研究と思い出

九州工業大学 教授

元 (株 ) A T R光電波通信研究所  通信デバイス研究室主幹研究員

藤原  賢三

ATR光電波通信研究所に在籍したのは、  年号も平成と改まった年の秋よ りの 2年間、  「京阪奈」 関西文

化学術研究都市の中核として本格的に活動し始めた頃で、 今から思い出すと、 短い 「 あっ」 という間の日々

であったが、  また自分自身の研究生活としても充実した実り多き記念すべき時期が過ごせたのは幸いであっ

た、 と懷かしい。研究の本籍地よ り離れての研究武者修行はドイ ッ 、  シ ュ ト ゥ ッ ト ガ ル ト の マ ッ ク ス ・

プランク固体研究所に1年間留学したとき以来で、国際比較も兼ねて、この拙文を機会に思いを新たにしたい。

研究テーマ と  して、 当時まだ未開拓の分野であった半導体超格子の電界シュタルク効果が示す、 「ワニエ

シュ夕ルク局在性」  と呼ばれている量子物性現象にタイミング良く着手し、  光スイッチング素子や光双安

定性に関する日本におけるこの分野を代表する研究活動が実施出来た、 と自負している。  設定した研究テー

マに多くの方々にご賛同・ご支援いただき、協力的な共同研究者にも恵まれたことを、  この機会を借りて、

お礼申し上げたい。多くの論文を出版し、国際会議に発表したり、  ド イ ッ 、 米国 、 フ ラ ン ス 、 イ 夕 リ ア な ど

国際的トップクラスの研究者を招聘しての研究会討論会の開催など、  A T Rにおける研究環境活性化にも貢

献できたのではないだろ うか 。  耳学問による情報交換、  討論による研究アイデァの発掘など、  研究テーマの

開拓は、AT Rのような国際研究所では特に大切な機能であり、国際研究機関として、今後も日本の中心的

役割を担われんことを期待したい。  「研究はアイデア」  と云つても過言ではな く 、  魅力的な研究ターゲ ッ ト

の開拓が基礎的研究所の使命ではないだろうか。  マッ ク ス ・ プ ラン ク研究所でも同様であったが 、恵まれた

設備・環境下で、研究者がよいアイデアの着想、検証に没頭できる機会をェン ジ ョ イ で き る こ と 、 逆 に 、 研

究の新しい着想が無い者には厳しい、 エクスキューズが云えないのが基礎研究所の理想的環境であろう。  こ

のよ うな研究環境、  競争原理が今後の研究活動の指針を考える上で重要なファク夕一ではないだろうか。

「研究は人である」  と よ く云われるが 、  国際的研究所に在籍することの重要なメ  リ ッ トのひとっは、 様々

な魅力あふれる人達との新たな出会い、  それらの人達との交流によって生まれる新たなる発想や着想である。

A T R での多 くの 、  様々な国籍からなる魅力ある国際人との出会いも思い出深い。  強力な個性の持ち主でお

られた前社長の古濱洋治さんより薫陶を受けた研究に対する考え方、  特に学術的貢献、 社会的貢献、 経済的

貢献の3つを絶えず念頭に置いて研究するように、との教えは、現在も私の座右銘である。客員として滞在

しておられたトロント大学の飯塚啓吾先生のレーザ装置を持ち込んでの実験実演入りのセミナー も、  日本で

はあまり見かけない講義のひな型として学ぶことが多かった。  単身赴任して間もない頃、  秋の日の夕暮れ時

に 、  交流の場と してのハーべキ ューパーテ ィ ーで舌づっみを打つた思い出、  大和郡山城での花見の寒かった

こと、社員旅行での伊勢海老なども思い出のひとっであ り 、  企画ス夕ツ フの方々のご努力に感謝申し上げた

い。 A T Rの益々のご発展を祈ります。
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あなたの表情を理解します

一実時間表情検出 。再現一

( 株 ) A T R通信システム研究所

知能処理研究室

海老原 一之、大谷  淳

表情は人間同士のコミ ュニケーショ ンのために非常に重要な役割を果たしますが、 人間の顔は個人毎に全

て異なり、 また表情変化の種類も極めて多いため、表情の理解はコンピュー タにとって最も苦手なものの

1つでした。我々が実現を目指している臨場感通信会議システムでは、 コンピュ一夕グラフ ィ ッ クス技術

を用いて生成された空間に3次元人物像を配置し、表情や動きを再現する必要があります。ここでは、人

間の表情を実時間で検出し、 再現する手法にっいて紹介します。

[ j] はじめに
異なる場所にいる人々が、  あたかも一つの場所に

集合しているような感覚で会議や協調作業を行える

環境を提供することを目的に、  私達は臨場感通信会

議システムの研究を進めています 〔 1 ' 。 臨場感通信

会議システムでは、  視点の変化に応じた表示を可能

と す る た め 、 コ ン ピ ュ 一 夕 グ ラ フ ィ ッ ク ス ( C G )

技術により生成された仮想空間に会議参加者の3次

元像( 3次元人物モデル)を配置し、立体ディスプレ

イ に 表示 し ま す 。  自然 な人間同士の コ ミ ュ ニ ケー

ションを実現するためには、  参加者の表情変化を実

時間で検出し、 3次元顔モデルにおいて再現する必

要があります。

当研究所で従来開発されたシステム ' 2 - では、 実
時間で表情検出をするためにマーカを会議参加者の

顔に貼付する必要がありました。また、再現される

表情の自然性にも問題がありました。  これらの問題

を解決するために最近我々が新しく開発した、  マー

カの不要な実時間表情検出法、 および忠実な表情再

現法にっいて紹介します。

[2] 実時間表情検出。再現の原理と従来システムに
おける問題点

実時間で会議参加者の表情を検出し、 3次元顔モ

デルにおいて再現する処理は、 図 1  の(1)̃(3)で示さ

れる 3つのモジュールから構成されています。 以下

に、 各モジュールの概要と問題点にっいて述べます c

(1) 顔の 3次元モデ リング

人物の顔の 3次元モデ リングは 、  3 次 元 ( 3

D ) ス キ ャ ナ 1 2 〕  ( 図 2 ) 等 を 用いて会議に先立

ち予め行つておきます。  3 D ス キ ャナは 、  人物の

周囲を回転しながら 、  形状情報と色彩情報  ( カ

ラーテ ク ス チ ャ )  の両方を同時に獲得します。 こ

の形状情報から、 人物の顔の形状を細かな三角形

( 三角パッチ )  の集合で近似する 3 D ワ イ ヤーフ

レーム モデル ( 3 D  W F M ) を 作 成 し ま す 。 そ し

て 、  カ ラーテ ク ス チ ャ を 3 D  W F Mにおける三角

パッチに適宜マッピングします。

(2) 実時間表情検出

表情の検出は、 ビデオカメラで撮影した顔画像

から画像処理により行うのが理想的です。  しかし、

実時間性と処理の安定性の双方を満足するのは非

常に困難で した 。 そ こ で 、我々の従来システム

' 21 では 、会議参加者は小型のビデオカ メ ラ を固
定 したヘル メ ッ ト  ( 図 3 ) を 被 る こ と に よ り 、 顔
の向きによらず常にカメラが顔に対して相対的に

同一の位置にあるよ うにし 、  画像処理の負担を軽

減していました。  また、  参加者の顔にマー カを貝占

付し、顔画像中で追跡することによ り 、実時間表

情検出を実現していました。  しかし、 マーカを顔

に貼付するのは自然なコミュニケーシ ョ ンの大き

な阻害要因でした。

(3) 実時間表情再現

表情検出結果に基づいて3D  W FMを変形する

こ と に よ り 、  3D顔モデルにおいて表情を再現し

ます。  我々の従来システムでは、  数種類のモー

シ ョ ン ルールを予め定義しておき、  マーカの追跡

結果を 3 D  W FMの変形情報に変換していました c

しかし 、モーシ ョンルールに定められていない入

力に対する再現性が悪く、  表情再現の忠実度に問

題がありました。

( 2 )装時間表積検出 l l ( 3 )実時因表情再環  ・

図 1  実時間表情検出 ・再現 :  ( ) 内は従来システム

.1l0



図 2  3 D ス キ ャ ナ  図 3  会議参加者

E] マーカ不要の表情検出と忠実な表情再現

(1) マーカが不要な表情検出

参加者がマーカを顔に貼付せずに、 ビデオカメ

ラから取り込んだ顔画像から表情検出を実時間で

行 う ため 、  顔画像の周波数領域変換を利用する手

法 ( 図 1 ) を 我々は提案 し てい ます l 3 1 l 4' 。
人間の表情が表れる顔の部分として、目、口、

額等があります。  これら顔要素の表情変化に伴う

動作により、周波数領域に特定のパ夕一ン変化が

現れます。例えば図 4のよ うに 、目の動きに注目

してみる と 、  周波数領域では目が細くなるに従つ

て垂直方向の高域成分が增加し、 目を大き く見開

くことによって水平方向の高域成分が增加するこ

と に な り ま す 。  このように顔要素の動作に従つ て

現れる周波数成分の変化 (無表情状態からの)  を

実際の表情筋の動きに変換できれば、 マーカを用

いずに表情変化を検出することが可能となります。

そこで 、  従来マーカが貼付されていた皮膚表面の

位置を仮想マーカと呼び、周波数成分の変化を、

顔画像における仮想マーカの動きに変換すること

を考えます。具体的には、遺伝的アルゴリズム 〔 5'
を用いて仮想マーカの動きを、  周波数成分の変化

に関連付ける多項式を求めておきます。  なお現在、

周波数領域への変換には、 M P E G ,  J P E G 等の

画像符号化に用いられている D C T  (D i sc re te

Cos ine  T r a n s f o rm ) を 用 い て 実時間処理 を実

現しています ' 4' 。

図 4  目の開閉による周波数成分の変化の例

(2) 忠実な表情再現

任意の表情を再現するために、  各種表情表出時

の顔形状の 3次元計測結果を利用 ( 図 1 ) す る手

法を提案しています ' 6' 。 図 5 に 示 す よ う に 、 人
間の表情表出に関連する主要な表情筋の動作を全

て網羅す る よ う な表情 ( 図 5 で は無表情を含めて

9 種類 ; 以後 「基本表情 」 ) を選び 、顔の形状の

3 次元計測を行います。即ち、顔に多数のドッ ト

を描き、  3 Dスキャナにより各基本表情表出時の

各ドッ トの無表情からの 3次元変位べクトルを求

め、 ビデオカメラからの顔画像に基準べク トル と

し て投影 し てお き ます ( 図 6 で は S;̃S:) 。
表情再現時には、 表情検出系からの仮想マーカの

移動べクトル:f に対して、:ltを挟む基準べクトル
S:、 Siを見出し、 :f ' をこれらの線形結合和で
表現します。これに基づき、その仮想マーカに対応

す る 3 D  WFMの頂点の3次元移動べク ト ル を 合

成します。  仮想マーカに対応しない頂点にっいて

は、仮想マーカの結果を伝搬して移動べク トルを求

めます ' 6 〕 。この手法により、原理的には任意の表
情に対応できます。  図7に表情再現例を示します。

Slo

図 7  表情の再現例 (「あ」、 「え」 の発音 )

[4] むすび

臨場感通信会議における実時間表情検出・再現に

ついて我々の最近の研究を紹介しました。現在、表

情検出を24フレーム / 秒 、  表情再現を、 20フレーム

/秒の速度で実現しています。  今後の課題としては、

処理の高速化、 高精度化および不特定多数の人物へ

の対応が残された課題です。
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結品の切り口を変えたら

新しいデバイスが見えてきた

一 高性能なデバイスを簡単に実現一

(株 ) A T R光電波通信研究所

通信デバイス研究室

高橋  光男、大西 一、渡辺  敏英

富

マルチメディア時代を迎え、通信技術のより一層の発展が望まれています。動画像などの大容量のデータを通信シ

ステムが高速に処理する必要があるためです。 通信システムは多数の光デバイス、 電子デバイスから構成されてい

ますが、それら通信デバイスにっいて更に高性能化、高機能化を達成していかなくてはなりません。 いかにして高

性能化を達成するかは大きな技術課題となっていますが、 この課題に対する一つの解答が、 当所で材料面から研究

を進めている化合物半導体材料の高指数面の物性を利用することです。

[1] はじめに
従来の音声が中心であった通信が、  「マルチメ

デ ィ ア 」 の キー ワー ドで代表される情報化時代を迎

え 、大き く変化し よ う と し ています 。マルチ メデ ィ

ア情報は動画像などの大容量デ一夕を含むために、

来るべきマルチメディア時代には、  通信システムは

大量のデ一夕を高速に伝送、 処理そして記憶するこ

とが必要となります。  通信システムを構成するデバ

イスのより一層の高性能化、  高機能化が求められる

こ と にな り ます 。  デバイスの高性能化を達成するた

めに 、  種々のデノ、、イス構造上の工大がなされていま
すが、 一般にデバイス構造や製造工程が複雑化する

傾向にあり、今後高性能化への障害になると考えら

れます。

それでは、  デバイス構造や製造工程の複雑化を伴

わない高性能化の方法はないのでしょうか。従来の

材料に比べ優れた物性を持つ新材料を用いてデバイ

スを作製することは一つの解決策です。  しかし、デ

バイスを作製する上で、  従来から蓄積された技術を

活用できなくなる恐れがあります。  もし 、従来から

一般に使用されている材料を用いて、  しかも優れた

物性を引き出し、  それを利用するこ とによ りデバイ

スの高性能化や新構造のデバイスを実現できれば大

き な メ リ ッ ト が あ る と 考 え ら れ ま す 。  こ の よ う な 解

決策の一つが当所で研究を進めている、 半導体結晶

の新しい切り口面を利用してデバイスを作製するこ

とです。

国 結晶面とデバイス
通信で重要な働きをするレーザや超高速電子デバ

イスなどは 、  一般に、 化合物半導体基板上に作製さ

れています。 G a A s ( ガ リ ウ ム ヒ 素 ) ・ が代表的な化

合物半導体ですので、  今後はG a A s を中心に話を

進めます。 これらデバイスは、  何層もの非常に薄い

半導体薄膜の積み重ねで構成されており、  デバイ ス

特性は半導体の表面や界面そ して薄膜の物性に大き

く依存している といっても過言ではあ りません 。従

来、 デバイスは、  結晶成長の容易さなどの理由から

主にG a A s ( 1 0 0 ) 結晶面上のみに作製されてきま

した。 しかし、  ( 1 0 0 )面は技術的に成熟しっつあ

り 、  ( 1 0 0 )面の新物性を発見し、それを利用して

デバイスの高性能化を達成することは徐々に困難に

なってきています。

それでは ( 1 0 0 ) 面に こだわらずに特に実用上重

要 な ( n 1 1 ) 面 ( 高 指 数面 と 呼 ぶ ) を 用 い て デ バ イ

ス を 作製 し た ら ど う な る で し ょ う か 。  G a A sは、G a

と A s 原 子か ら構成 されてい る ために ( 図 1 ( a ) ) 、

各結晶面は、 それぞれ異なる原子配列、  電子状態を

有しています。  このため、  デバイス応用上重要な多

層薄膜を成長した場合、 界面や薄膜の物性までもが

結晶面によって大き く変化し 、  ( 1 0 0 ) 面 よ り優れ

た物性や新物性が期待できます。即ち、高指数面の

物性を活用することによ り 、デバイス特性の改善や

新しい特性のデバイスの実現があり得る とい う こ と

です。少々話が細かくなりますが、G a A sの高指数

面は、  G a安定化面がA面、  A s 安定化面が B面 と

呼ばれて区別されています。  高指数A面は、  A s 安

定化面である高指数B面や  (100) 面 と は 異 な っ た

性質が期待できるために、  当所では、通信デバイス

の高性能化を目指し、 G a A s高指数A面のデバイス

応用の研究を積極的に進めてきました。

高指数A面の利用を考える上で結晶成長が困難で

あ り 、  また物性の解明が進んでいないという基本的

な課題がありました。当所では、これらの課題をス

テップを踏んで解決し 、更に 、通信デバイス と して

重要な面発光レーザと超高速電子デバイスにっいて、

( 3 1 1 ) A面および ( 1 1 1 ) A面の特性を活かした高

性能化を達成することができました。

E] 面発光レーザの高性能化
面発光レーザは、  基板面から垂直にレーザを射出

す る こ と か ら 2 次 元 ア レー と して駆動できるために、

大容量光通信、並列光信号処理、並列光イン夕一コ

ネクションなどへの応用が期待されています。  しか



し、 実用化への技術課題と して、  多数個のレーザ を

基板上に搭載するためにレーザの低しきい値化が不

可欠である、  光伝送時の雑音を低減するためにレー

ザ光の偏波制御を実現する必要がある、 などの課題

が指摘されています。

今回、初めて ( 3 1 1 ) A面上の面発光レーザの試

作に成功し 、高指数面を用い る こ と に よ り 面発光

レーザの上記課題を解決し、 高性能化が達成できる

こ と を 実証 し ま し た ( 図 1 ( b ) ) 。 ま ず レーザのしき

い値電流に関しては、 価電子帯上部の状態密度が低

減す る こ と に よ り 、  レーザ発振に必要な反転分布を

低いキャリア密度で満たせるため光学利得の增大お

よび低しきい値化が達成されます。  試作した面発光

レーザでは、従来の ( 1 0 0 ) 面上のレーザに比べ約

半分( 1 6 0 A / c㎡ )の世界最小レベルのしきい値電

流密度を実現しています。 また、  レーザ光の偏波制

御に関しては、  高指数面上の量子井戸に発生する光

学利得が、ある結晶軸方向のみに大きくなる光学異

方性を利用しています。 従来の面発光レーザが必要

と していた偏光膜作製などの複雑な工程を用いずに

安定な偏波制御特性を実現しました。 こ の よ う に 、

高指数面の優れた物性を活用することによりレーザ

の高性能化を簡単に達成しています。

[4] 横型 トンネル接合 ト ラ ンジス夕の実現
トンネル現象を利用したデバイスは、超高速動作

や多機能化が期待できます。特に、  3端子素子であ

る ト ン ネ ル ト ラ ン ジ ス 夕は 、  2端子素子のダイオー

ドに比べ、 応用範囲が大幅に增大するために、  次世

代のデバイスとして注目され、研究が活発に行われ

ています。  しか し 、 これまで提案された トンネル ト

ラ ンジ ス夕は 、  ト ンネル接合や ト ランジス夕動作に

必要なゲー ト電極の形成工程が複雑であるなどの課

題があり、製造が簡単で集積化に適した新しいトン

ネルトランジス夕の出現が望まれていました。

高指数面の利用は、新しい トンネル ト ランジスタ

( a ) G a A s 結 品

〇 A s原子

〇 G a原子

を実現する上でも威力を発揮します。 こ こでは、  高

指数A面上の S i ( シ リ コ ン ) 不純物を含んだG a A s

層の伝導型が、 結晶成長条件によ り p型または n型

に制御可能である特長を利用して、  製造法が簡単で

集積化に適した新構造の横型トンネル接合トランジ

ス タ ( 図 1 ( c ) ) を 実現 し ま し た 。

横型トンネル接合トランジス夕では、横型のバン

ド 間 ト ン ネ ル 接 合 ( 急 峻 な 高 濃 度 p - n 接 合 ) や

ゲー ト 電 極 の 形 成 を 容 易 に す る た め に 、  G a A s

(111) A面基板を加工して異なる高指数A面を有

する台形状の基板を用います。 この基板上に、 あ る

結晶成長条件で S i を含んだG a A s を成長させると 、

段差基板の平坦部にはp型層を斜面部 (平坦部と異

なる結晶面になっている )  にはn型層を一回の結晶

成長で形成でき、  簡単に横型のトンネル接合が実現

で き ます 。 ゲー ト電極も、  トンネル接合近傍に絶縁

膜を介してゲー ト電極を乗せるのみの工程で実現で

きます。 さらに、各電極は平面的に配置できるため

に集積化に適した構造となっています。

現在、デバイス構造の最適化を進め、性能向上を

図 つていますが、  作製が簡単で超高速動作や多機能

化が期待できる横型トンネル接合トランジス夕の実

現によ り 、  ト ン ネル ト ラ ンジ ス夕の実用化に一歩近

づ く こ と が で き た も の と 思つています。

[5] ぉ わ り に
A T Rで取り組んでいるG a A sの高指数面に関す

る研究を、 デバイス応用の観点から紹介しました。

高指数面は、ここで述べた以外にも数多くの優れた

物性を有してい る こ と が 、最近の研究で明らかに

な っ て き て い ま す 。  デバイス分野では S i 材料 とな

ら ん で一般化しているG a A s系材料ですが、  当 所

が先鞭をっけた新しい結晶の切りロ (高指数面)  が、
今後、魅力ある研究分野として注目され、さらに成

長していくものと期待しています。

ll
0 5 10 15

電流(mA )

l - L特性

・ 1-J構造図 'レ ー ン 電 E IV1一 - 電流電圧特性

図 1  ガ リ ウ ム ヒ 素  ( G a A s )  高指数面の物性を利用した高性能デバイス
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e研究動向紹介

快適 なコ ミ ュニケ ー シ ョ  ンを求めて

(株 ) A T R知能映像通信研究所

第 4研究室

片桐  恭弘

ATR知能映像通信研究所はマルチメディ ア技術を利用したあたらしいコ ミ ュニケーショ  ンの可能性探求

を目指して設立されました。われわれ第四研究室では、コミュニケーションの質を高め、快適なコミュニ

ケーションを実現する要素とは何かを求めて人間のコミュニケーションの研究を進めています。ここでは

コミュニケー ションの人間科学研究の一端として、人間同士の対話コミュニケ ー ションにおける密接な相

互作用性をめぐる研究を紹介します。

[:l] 量から質へ
コ ミ ュ ニ ケー シ ョン技術は、よ り多 くの情報を 、

よ り速 く 、 よ り正確に伝達するこ と を目標と して発

展してきました。その結果立体動画像・音声を利用

した臨場感の高いテレビ会議が可能とな り 、 イ ン

夕一ネットを通じれば家庭にいながら世界中の人々

と交流するこ と も可能になってきています。

その反面、 これら高度に発達した技術をどのよう

に使い こ なせばわれわれに と っ て自然で快適な コ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ンが実現でき るのか 、そ もそ も快適

な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン とは何なのか といった問題に

ついてはまだまだ検討が進んでいません。

たとえばテレビ会議を考えてみまし ょ う 。現在で

もテレビ会議では必ずしも動画伝送に十分な帯域が

確保できないとい う理由でフレーム レー ト を落 と し

て通信を行 う こ と があ り ます 。 そ うす る と相手の動

きが連続的にならずにギクシャクと動いて見えます。

これはとても不自然な印象を与えます。  限られた帯

域内でなるべ くフレームレー ト を落とさずに伝送す

るよう符号化手法を検討する。  これが量の技術です。

ところが技術を利用する側の人間にとっては、一定

の帯域しか利用可能でないときに、  フレーム ご と の

画像品質を落とすのと、フレーム レー ト を落とすの

とを比べると、後者の方が前者よりもずっと悪い印

象を与えます。  しかも悪印象は通信系に対してでは

な く 、 そ れ を介 し て コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を 行 う 人 に

対して向けられます。これはコ ミュニケーシ ョ ン の

質にとっては重要な問題です。  こ の よ う に コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン の質 、快適な コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの実現

要素の探求は今後ますます重要性を増していくで

し ょ う 。

[12] 中途半端は欲求不満
計算技術が高度化・専門化するのに反して、  計算

技術の利用はますます拡大し、 一般に浸透します。

もはや利用者がすべて計算技術に通暁していること

を望むのは不可能です。 そ こ で プ ロ グ ラ ム をェー

ジェン ト と呼ばれる自律性を備えたものとして見せ

る必要が出てきました。  プログラムが顔を持ち、言

葉を喋ります。そうして計算機が知性のみならず人

格。個性を備えたあたかも人間のよ うな存在とみな

される可能性が現実のものとなりっつあります 1 1 1 。

技術の向上にともなって要求も拡大します。  こ れ

はコ ミ ュ ニケーシ ョ ンの質を考える と き特に重要な

問題です。 われわれは、 自律性を示す対象に対して

はあたかも知識。欲求 ・意図をもっ存在であるかの

よ うに反応する傾向を持つています。  そ の よ う な 反

応は志向姿勢121 と呼ばれます。  言語に代表される

知的能力、表情を持つ た顔などは志向姿勢を強く促

進します。  それだけに、  中途半端な自然言語理解、

中途半端な合成顔表情は、 しばしば期待を裏切るこ

と と な り 、逆効果とな りかねません 。言葉にっ ま っ

て発した冗長語に反応して  “ え 一 と '  ホテルを探そ

うとする旅行案内システムや高品質で表情豊かなの

にこちらの動きには反応しない顔では快適なコミュ

ニケー シ ョン とはならないわけです。

一方で、 わざわざ複雑な人工知能や豊かな合成表

情を伴わなくても 、  計算機に対する人間的な反応を

引き出す こ と は十分可能な こ と が知 られています

13 _ 。 いったい志向姿勢は何によって引き起 こ され

る の で し ょ う ?

E] コ ミュニケーションは密な相互作用

われわれは、対話をしているとき話しながら常に

相手の状態を観察しています。  相手の状態にした
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がって次に何をどのように話すかを決めていきます。

同じよ うに聞き手は、話しを聞きながら同時に話し

手の表情・身振り ・声の調子などから話しの内容が

どの程度信用できそうか、  話し手は本当はどう思つ

ているのかなど さまざまな情報を得よ う と し ます 。

こ の よ う に コ ミ ュ ニ ケー ションは単純な話し手の番

の交替という逐次的な過程によって成り立つ て い る

のではな く 、  もっと並列的な情報の授受による密接

な相互作用によって実現されています。  そ し て こ の

密接な相互作用こそが人間同士の自然で快適なコ

ミ ュ ニ ケー ションに大きな位置を占めています。

人間同士の自然な対話相互作用の過程で何が起

こっているかを調べるには、  対話によって伝えられ

る内容的な情報のみに着目するだけでは不十分です。

内容的な情報伝達の状態を監視 ・管理する メ夕コ

ミ ュニケーションと呼ばれる対話現象にも着目する

必要があります。  日本語の終助詞「よ」  「ね」 や英

語 の “you  k n o w ” の よ うに談話的小辞と呼ばれる

表現や、 発話の韻律はそのような機能を果たしてい

ると考えられます14 ]。

対話の際の話す速さ、 リズム、間の取り方、声の

大 き さ 、 コ ミ ュ ニ ケー ション過程の持つこれらの特

徴は、 コ ミ ュ ニ ケー ションの自然さを構成する大き

な要因です。 これらの特徴をどのように設定するか

は、 あらかじめ規則によって定められているわけで

はありません。  むしろ対話に参加する主体同士の密

接な相互作用の中から自然に創発してくる と と らえ

る べ き で し ょ う 1 5 。相手との相互作用による特徴

の創発過程がコ ミュニケー ションの自然性そのもの

だ と 言 う こ と す ら で き ま す 。

[4] 社会的エージェン ト を目指して

人間が快適にコ ミ ュニケー シ ョ ン を行 う ためには 、

相手を社会を構成する一員として認知する必要があ

り ます。それには相手となる主体が、他のメンバー

と協力して目標達成に向けた行為を遂行するという

合理性を備えるのみならず、志向姿勢を引き出すさ

まざまな性質を備える必要があります。密接な相互

作用に よ る メ 夕 コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの能力はそのう

ちの重要な要素のひとっです。志向姿勢を安定・一

貫して支持する機能を備えてはじめて人格 - 個性を
持ち、快適なコ ミ ュニケーシ ョンの相手となる計算

エー ジ ェ ン ト を 実 現す る こ と が で き る で し ょ う 。
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e研究動向紹介

声や話し方を真似るコ  ンピュー タ

(株 ) A T R音声翻訳通信研究所

第 2研究室

樋口 宜男、橋本 誠

複数の話し手が参加する会議形式の音声翻訳システムにおいては、個人性を持つた合成音声を使つて翻訳結果を伝

えることが望まれます。そこで、声の個人性を決定付けるいろいろな特徴、例えば、スぺクトルや声の高さ、速さ

などをそれぞれ模擬することにより、 声の質や話し方を真似る技術を開発しました。 この方法では会議に参加した

人にすぐに適応するために、 たった1単語の音声でも、 それに基づいてその人らしさを再現します。

[i] はじめに
電話の声を聞いたとき、  相手が名乗る前に誰から

の電話か分かるという経験は、  どなたでもお持ちの

ことと思います。声は顔や体型と同様、個人を識別

する重要な役割を果たしています。  私たちの研究所

で研究を進めている音声翻訳システムでも個人性を

持つた音声で翻訳結果を伝え る こ と が必要 と な る

ケースがあります。  テレビ会議のように複数の参加

者が相互に会話をしようとする場合、誰が発言した

かは会議の進行を円滑にする上で欠く こ とのできな

い重要な情報です。 そこで私たちは個人性のある音

声をどのようにコンピュ一夕で作るかを重要な研究

テーマの1つとして取り上げています。

[2] 個人性を決定付ける特徴

「声を表わす特徴は何だと思いますか?」  と聞か

れると、大部分の方が声の高さや速さ、 強 さ と答え

る と思いますが、それだけではな く 、 スぺク トル と

呼ばれる周波数別振幅特性が非常に重要な役割を果

たしています。声の高さと速さ、強さは歌で言えば

「キー」、 「テンポ」、 「強弱」 に当たるものです。

一方、スぺクトルは主に口の形で決まるもので、音

韻の種類や響きを決め る働 き を も っ てお り 、  「声

紋 」 と呼ばれる こ と も あ り ます 。

声の個人性を効率良く真似ようとする場合、  まず

それぞれの音響特徴が話し手の識別にどれだけ寄与

しているかを定量的に把握しておかなければなりま

せん。そこで 、 A 、  B 2人が同じ文を読み上げた音

声のそれぞれの音響特徴を入れ替え、 それがどちら

の人の声と判断されるかを調べます。

まず、音声を分析して、 ( 1 )スぺクトルと ( 2 )声の局

さ ( 基本周波数 )と ( 3 ) それ以外の情報 (例えば、話

す速 さや声の強 さ ) に 分け 、 A 、  Bそれぞれの人の

3つの音響特徴を組み合わせて合計8種類の合成音

声を作ります。  これに よ り 、  各音響特徴にっいてA、

Bそれぞれの人のものを使つた合成音声が4種類ず

つできます。  これらの合成音声がいずれの話者に近

いと判断されるかという率を聞き取り試験で調べ、

A 、  Bそれぞれ4種類の合成音声で平均します。  こ

のよ うな方法を用いる と 、  ある音響特徴がAであっ

た場合とBであった場合とで話者判断率にどれだけ

差があるかを求めることができます。  この差を個人

性判断に対するこの音響特徴の「寄与率」と呼ぶこ

とにします。図 1に個人性判断に対する基本周波数

とスぺクトルの寄与率を示します。  図に示した通り、

基本周波数が大幅に異なる語者間では基本周波数の

寄与率が大きく、スぺクトルが極端に異なる話者間

ではスぺクトルの寄与率が大きくなる傾向が見い出

され、  どちらの特徴もそれぞれの場合に重要な役割

を果たしているこ とが分か ります 。

国 音響特徴の変換法

ある人の音声を模擬するためには、 音声合成シス

テムが作り出す標準的な音声の高さや速さ、  そ し て

0 0.1 0.2 0.3
平均対数基本周波数の差

図 1  個人性に対する基本周波数とスぺクトル

の寄与率

a 基本周波数情報の寄与率
m スぺクトル情報の寄与率

.1l6



スぺクトルを目的の話者のそれに似せる必要があり

ます。 基本周波数にっいては、 目的話者の対数基本

周波数の平均値を求め、 それに応じて基本周波数を

定数倍することが有効であることが実験的に確かめ

られています。  ( 歌で言えば 「移調 」 に 当 た り ま

す 。 ) ま た 、 速 さ にっいては標準音声と目的話者音

声の速さの比を求め、それに基づいてそれぞれの音

の長さを調整します。  ( 音の長さにっいては、 話者

によって特定の箇所の伸ばし方に差があり、  これが

個人の特徴を決める重要な要素になっていますが、

外国語でそれに対応する箇所を決定できないため、

音声翻訳システムではこのような局所的な特徴を伝

えることはできません。 )

基本周波数や速さは、少数の特徴パラメ ータ を用

いて比較的容易に目的話者の特徴を記述できますが、

スぺクトルは元々の特徴空間の次元の数が多く、 し

かも音韻毎に複雑な変化を示すため、 声の高さや速

さの調整に比べてずっと複雑な処理が必要になりま

す。

音声のスぺクトルは人によって少しずっ異なるた

め、 標準音声を基に目的話者の声を合成する場合、

両者間の音響特徴の差べク ト ル  (以下では移動べク
トルと言います。 )  を求め、  これに基づいて音声を

合成する方法があります。  この移動べク ト ル に連続
性を仮定して比較的少量の音声デ一夕から全音声の

特徴を予測する方法が音声認識のために既に開発さ

れてお り 、 移動べ ク ト ル 場平滑化法 ( V F S )  と 呼
ばれています。  しかし、 V F Sを用いて目的話者の

音声を合成した場合、 両者の差があまり大きいと合

成音声の音質が劣化します。 そこで、  あらかじめ複

数人分の標準音声を用意しておき、 その中から最も

近い話者を選択し、  それ を基に し て V F S を 行 う 方

法を考案しました 11l。 この方法は話者選択 ( S S )

と V F S を組み合わせた ものなので 、 S S V F S と 名

付けました。

S S V F Sの処理の流れを図2に示します。処理は

学習過程とスぺクトル写像過程の2つに分けられま

す。 学習過程では目的話者が入力した音声 (例えば、

「おはようございます。 」 ) を利用して、あらかじめ

準備してある複数の標準話者の中から最適標準話者

を選び出すと共に、 その標準話者の音声の特徴を目

的話者の音声の特徴に変換するための移動べク トル
を計算します。一方、スぺクトル写像過程では、あ

らかじめ記憶されている最適標準話者の音声を用い

て音響特徴パラメ一夕を求めた後、  移動べクトルに

基づいて、 これらの音響特徴パラメ一夕を目的話者

の特徴に近いものに変換します。  標準話者にっいて

は十分な量の音声データが用意されていますから、

学

習

過
程

目的話者の単語入力 (学習音声)

複数標準話者から最適話者を選択

VFSを用いて移動ぺクトルを計算

ス

ぺ

ク

ト

ル

写
像

過
程

最適標準話者の音声データペースを用
いて音響特徴パラメ ータ系列を算出

移動ぺク トルに基づきスぺク トル写像

変換音声の合成および出力

図 2  S S V F Sの流れ

この方法を用いれば、 どんな文  (例えば、 「 こんに

ちは。」 や 「こんばんは。」)  でも目的話者に近い音

質の音声を合成することができます。

この方法の有効性を調べるために、 学習過程では

「 うちあわせ」を入力音声として用い、スぺク トル

写像過程では別の50単語を合成して、 これらを実際

の目的話者の音声と比較する実験を行いました。 そ

の結果、 最適標準話者の音声を目的話者に向けて約

2 5 % ( 最大で 4 1 % ) 近づけられるこ とが実証できま

した。 また、  同時に行つた聴取試験でもその有効性

を確認するこ とができま した 。

国 ぉ わ り に

私たちは音声翻訳システムにおいて、  翻訳後の音

声でも誰が発言しているかが判別できるよ うに、  極

めて少量 (例えば、  1単語 )の音声を用いて目的話

者の声に近い音声を出力するシステムを開発しまし

た。 現在、 目的話者の音声にさらに近づけるために、

最適話者選択法の改良や学習進度の確認法などにっ

いて検討を進めています。

参考文献

1 1 1 橋本 , 樋口 :  “話者選択と移動べクトル場平滑化を用いた

声質変換のためのスぺクトル写像 ,  “電子情報通信学会技術研

究報告 , S P 9 5 - 1 ( 1 9 9 5 . 5 ) .
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e研究動向紹介

囲 り  が動けばあなたも動く

一視覚情報と自己運動感一

(株 ) A T R人間情報通信研究所

第 5研究室

尾 島 修一

人は、 目で外界の情報を獲得し、 自分がどのような運動をしているのかの推定に役立てています。 しかし、 いっも

正しい感覚を得ているわけではなく、往々にして間違つた感覚を生じます。視覚情報により実際は動いていないの

にあたかも自分が動いているかのように感じることは、視覚誘導自己運動と呼ばれます。われわれは、視覚情報が

自己運動感に与える影響を、重心動揺を測定することで客観的に明らかにしょうとしています。

[1] ぃまあなたは、  動いていますか、 止まっていま
すか。

会社の帰り、  自動券売機で切符を買う。  自動改札

を通り、  地下鉄のホームに降り立つと同時に電車が

入って き た 。  ドァが開き、  車両に乗り込み、  椅子に

すわる。  まだ、  出発までには時間がありそうだ。  反

対のホームを見るとそこにも電車が止まっている 。

しばらくすると自分の電車が出発した。  と思つたが、

振り返る と まだ ドアは開いたままだ 。そ うだ 、向の

ホームの電車が動き出したのだ。

こ の よ う な こ と を体験 し た こ と は 、 皆 さ んおあ り

になると思います。  これは、 視覚によって誘導され

た自己の運動の知覚と考えることができます。  こ の

ような現象を、われわれは、視覚誘導自己運動と呼

びます。 この視覚情報によって誘導された自己の運

動の知覚は、古くは、Mac hによって発見されました c

彼は、橋の上から川の流れを見たときに、川の流れ

がとま り逆に自分と橋が動き出すことを例に上げて

います。

姿勢のゆらぎ (重心動揺)

図 1  姿勢制御のための3つの感覚系

このような視覚による自己運動感の誘導を利用  し

た ア ト ラ ク シ ョ ン は結構有名で 、 デ ィ ズ ニーラ ン ド

でのス夕一ツアーズ、 博覧会のパビリオンなどでの

大 ス ク リ ー ンによる臨場感のある映像などが挙げら

れます 。 ス ク リ ー ンに写し出される画像から、あた

かも観客自身が乗り物に乗つ て移動 し て い る よ う な

感じを引き起こします。

それでは、 この よ う な現象はなぜ起こるのでし ょ

うか 。  自分が動いているのか、  あるいは止まってい

るのか、 われわれは、 どのよ うに して知覚している

の で し ょ う か 。

[2] 自分の運動を知覚するしくみ
われわれは、 自分が運動しているか否かを知るた

めに主に 3つの感覚系を用いています ( 図 1 ) 。 ひ

とっは、筋肉にかかる力の具合をフィ ー ド バ ッ ク す

る体性感覚、 ひとっは、 頭の運動をモニ夕一する前

庭器官からの感覚、そして目から得ることができる

視覚情報です。 これらのうち前の二つの感覚は体に

かかる加速度を感じることができるにすぎません。

したがって、  自分の足をっかって動くのではなく、

車などを用いた受動的で一様な速度の運動の場合、

視覚情報が自己運動の推定にもっとも大きく寄与し

てい る こ と に な り ま す 。

しかし、 視覚情報だけでは自分が動いているのか、

あるいは、  外界が動いているのかの一意的な決定は

できません。  と言いますのは目から入る情報だけで

は自分が動いているのか自分は止まっていて周りが

動いているのかの区別ができないからです。  これは

視覚情報が相対的な動きの情報しかわれわれに与え

て く れていない こ と に よ り ます 。すなわち 、自分が

動いて外界が止まっている時の網膜上の外界の動き

と 、外界が動いていて自分が止まっているときの網

1 8



膜上の外界の動きは、 相対速度が同じ場合、 区別が

つかないということです。人はこの相対的な視覚情

報と 、  他の情報を用いて自己の運動、 外界の運動、

他の物体の運動等を推定しているのです。 したがっ

て 、  体性感覚や前庭器官からの実際の物理的感覚が

強くない場合、視覚情報は往々にして間違つた推定

を導き 、  自己運動感を生じさせるのです。

人が知覚する運動の感覚には、 前後、 上下および

左右に移動する感覚と、  鉛直軸、 視線軸および水平

軸回りの回転の感覚があります。視覚誘導自己運動

も この 6つの感覚を引き起こすこ とができます。あ

る方向に自分が移動している感覚はその運動方向と

反対の方向に移動する画像を見せることで引き起こ

すこ とができます 。  また、  ある方向に自分が回転し

ている感覚はその回転方向と反対に回転する画像を

見せ る こ と に よ っ て引 き起 こす こ と が で き ます 。 こ

れは、動いている画像が止まったよ うに見えるため、

画像の運動方向と逆方向に自分が動いているように

感じるからです。

では、 どのよ うな視覚情報がこの間違つた感覚を

導 く の で し ょ う か 。

E] 自己運動を引き起こす視覚情報
動いている画像を見れば、 いっも自分が動いてい

ると感じるわけではありません。通常は、自分自身

は止まっていて画像自身が動いていると感じます。

そ こで 、  この研究では、 自己運動感とそれを引き起

こす視覚情報との関係を重心の動揺を測定すること

で調べてみました。なぜ、重心動揺を調べることで

自己運動感を引き起こす視覚情報のことがわかるの

で し ょ う か 。

外界の動きを知るために必要な視覚情報は、 同時

に自己の動きを知るためにも使われていることをこ

れまでに述べました。  自己の動きを知ることの最も

重要な側面は自分の姿勢を正しく保つことにあると

思われます。片足で立つている と き 、目を開けてい

る と き と 、  目を閉じているときでは、  目を開けてい

る と き の ほ う が 長 く 立っていられます 。 これは 、姿

勢を保つのに視覚情報が重要な役目を担つ て い る こ

と を示すこ とにな ります 。また 、逆に考えれば姿勢

の変化、 すなわち重心動揺を調べればその視覚情報

が自己の運動に対してどのような影響を与えるかが

明らかになると思われます。

視覚情報が自己の運動に与える影響にっいて、  特

に深く関係していると思われる画像の大きさ 、配置

等にっいて調べてみました。

まず、  画像の大きさが与える影響を考えてみたい

と思います。  これまでは、  見える領域が大きいほど

自己運動感が大きくなると考えられて来ました。  し

かし、 われわれの実験から得られた結果によります

と 、  見える領域が30度から50度ぐらいを超え90度ま

では、それまでよ り 、体の揺れは大きいがゆっ く り

と し た動揺にな る こ と がわかって き ま し た [ 11 。 す

なわち、 不規則な体のゆらぎの多少が自己運動感の

大小をあらわすなら、見える領域の広さと自己運動

感の強さは、 必ずしも比例しないと言 う こ とができ

ます。

また、  画像の配置に関しては、  動いている物と止

まっている物の間の前後関係を変えることで、  よ り

遠くに見える物が動いているときの方が不規則な体

の ゆ ら ぎ が 大 き く な る こ と を あ き ら か に し ま し た

21 。 こ れは 、次の よ う に考え る こ と がで き ます 。

車に乗つている場面を想像してみてください。  こ の

とき 、窓枠は自分とともに動いているので、止まっ

て見えます。そして外は、自分の動きにしたがって

後方へ流れてい る よ う に見え ます 。 こ の よ う に 、 自

分の近くにある物が静止し、遠くにあるものが動い

ている場合、 遠くの動きは自分の動きの結果によっ

て起 こ っ た も のであ る と考え る こ と がで き ます 。  し

たがって 、 この場合には、近 くのものが動き遠 くの

ものが静止している場合より、  自己運動感が大きく

な り 、  本来は不必要な姿勢の制御が行われ重心が不

安定になってい る と考え る こ と がで き ます 。

[4] これからの検討課題

こ の よ う に 、  自分がどのよ うな運動をしているの

かを、  視覚情報から判断するのは、 なかなか難しい

こ となのです。逆に、このこ とを使えば、実際は動

いていないのに自分が動いているよ うに感じさせる

こ と が可能にな り 、 よ り 臨場感のあ る ア ト ラ ク シ ョ

ンを提供する こ とができ る よ うにな り ます 。

実際に実験してみると、  大体において自分が動い

ているという感覚はすぐには生じてきません。  しか

し、最初に述べたように日常感じる自己運動感はす

ぐに生じます。 この違いの原因を明らかにし、  一層

臨場感のある映像を生みだす技術を創造することが、

われわれの目指すところです。

参考文献

[ 1 ] S . 0 j i m a  a n d  S . Y a n o , “ B v a l u a t i o n  of 2 D  a n d 3 D

I m a g e s  U s i n g  E y e  Mo v e m e n t , H e a d  Movemen t  a n d  Body

S w a y ' , i n  Proceed i n g  of SP I E , 2 4 1 1 , p p . 2 6 2 - 2 7 0 , 1 9 9 5.

[ 2 ] 矢野澄男 ,  尾島修一 :  “両限融合視での視標配置が自己定

位に及ぼす影響” ,  信学技法,H IP95-10 ( 1 9 9 5 ) .
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e短信

“常連訪問者”  にとっての日本

( 株 )  ATR人間情報通信研究所

第3研究室

ス テ フ ァ ン  シ ャ ー ル

もし、  潜在性ワーカーホ リ  ックの研究者を、  この世で最もェキ サ イ テ ィ  ングな研究所の1つに滞在させる

と ど う な る で し ょ う か ?  答えは簡単、ただ働くだけです !

私がATR人間情報通信研究所の “常連訪間者”  となったのは今から 2年前です。私はその時M I Tの脳

認知科学科のポス ド クで 、生体運動制御の計算論プロジェ ク トに参加するため A T R にやってきま した 。

我々は、 人体模倣ロボッ  トがどうしたら人間の熱練した動きを達成できるのかを理解し、  また生体運動制御

の計算論を実際のロボッ トに応用するこ とによって 、  その理論の可能性を探りたかったのです。

初めてやってきた19 9 3年夏、  A T Rの社宅が一杯だったため、  私は 7 週間に巨 り A T R の向かいにあ る

「けいはんな都ホテル」 に滞在しました。完璧な宿舎とはこのことです !  何しろ A T R ま では徒歩 2分だ

し、好きな時間に帰宅でき、夜中の2時でも間題なし。この研究プロジェク トを始めること自体大変な楽し

みでしたが、  それ以上に必要な時いっでも助けてくれる日本の仲間に恵まれたことが非常に幸せでした。  こ

の時の唯一の問題点といえば、週末の食料でした。  わた しが A T R 近辺に疎かった こ と も あ り 、  唯一の食料

源といえば 「けいはんな都ホテル 」でした 。  しかし、私は1 9 1 c mの長身ですから、普通の人よりはちょっと

余計に食べなくてはならないのです。  7週間の滞在中「けいはんな都ホテル」の普通サイズの食事で4 k g体

重を落としましたが、そのおかげで前よりスピーデ ィ ーなテニスができ る よ う になった こ と も事実でした 。

この初めての日本滞在中どこに行つたかをよく聞かれました。  答えは悲しいほど簡単、 ほとんどなし 。  滞

在最終日に奈良のお寺のある辺りに行っただけでした。  と りえあず景色を眺めるっも りで、  お寺の裏手にあ

る丘に登りました。ところが、頂上で居眠りをしてしまい、目が覚めたら雨が降りだしていました。結局、

奈良をほとんど見ず仕舞いでした。

今では初めての訪問の時とは何もかも違います。  研究プロジェ ク ト も進行し 、  非常にェキ サ イ テ ィ ン グ な

結果も得られました。  私の日本観光も進歩し、 京都、 大阪、 広島の美しい景色を堪能し、 今度は居眠りする

ことなく奈良にも行きました。その中でも第 3研究室が毎年恒例としている、  「蟹ツアー」 は ま っ た く 楽 し

いものでした。初めて温泉にっかり、日本料理を沢山食べ、天橋立では“股のぞき”を体験しました。1 9 9 6

年になった今頃は、私は A T R に 6度目の訪問をしている こ とで し ょ う 。

米国在住のドイツ人からみると、日本は、古い伝統、美しい景色、そして超ハイテクの魅惑的な混成です c

私は、 よ く 、  A T R周辺に広がる古 くからある田園地帯をジ ョギングした り 、  非常に効率の良い交通システ

ムである電車を使つて色々な と こ ろに行つた り 、  便利な自動販売機で物を買つた り しま した 。  なのに未だに

不思議なのは、なぜ銀行の手続きはいっも手間がかかって、スムーズにいかないのでしょう ?  また、 A T R

滞在の後米国に帰ると、私はいっも、車や家の鍵をロツ クせずに放つて置 く こ と が 非常に危険だ と い う こ と

を思いだし、  車が反対車線を走つてい る !  とい う こ とを認識し直さなければならないのです。

日本には、まだまだこれから色々な発見があるでしょ う 。  う ま く 行けば 、 まだ しば ら く は A T R を訪問 し

続け、  まだ知らない何かを発見し続けるっもりです。 ( 難波美恵子訳 )



第 8回 研究発表会を好評開催

昨年11月 2 日に第8回研究発表会を開催し、 ATRグループ各研究所の最新の研究動向および成果を総括

講演、テーマ発表、ポス夕ーセッションにより紹介しました。当日は多数のお客様のご来場を賜り意見交

換等も活発に行われ、 ご好評をいただきました。

A T R研究発表会は、  グループ各社の最新の

研究成果および動向をご紹介する場として毎年

開催 し て まい り ま し た 。

今年は新たに知能映像通信研究所が加わるな

ど 、  よ り一層充実した内容とな り 、会場内は日

頃からお世話になっている企業および大学等の

関係機関から 、  約800名の方々のご来場をいた

だき一日中賑わいました。

今回は、 総括講演 7件 、  テーマ発表 7件 、  ポス夕一セ ッシ ョ ン 9 1 件 と これ までの最大規模 とな り ま し

た 。初めて開設した 「成果活用御相談窓口 」では 、多数のご相談をいただきました 。当日は朝早くから

お客様が来訪され午前のテーマ発表開始時にはほぼ全会場にお客様があふれ、  この熱気が終日続きまし

た。

分か り 易 く  印象深い内容とするため総括講演および一部のテーマ発表ではコ ンピ ュー タを用いたプレ

ゼ ン テー シ ョ ン を 行 い ま し た 。  皆様から頂いたアンケー ト では概ね良かったとのご意見を頂き 、  次回に

向けては開催期間を延長するなど、  さ ら に じ っ く り と ご 覧 い た だ け る よ う な 改 善 を 検 討 し て い き た い と

考えてお り ます 。
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音声翻訳に関する国際共同研究コ  ン ソ ー シ ア ム  ( C - S T A R  I I )  会合
一国際共同実験合意書に調印一

音声翻訳に関する国際共同研究コンソー シアム  ( C - S T A R II ) 会合が10月30日̃31日の2 日間、  韓

国電子通信研究所 ( E T R I ) の 主 催に よ り 、 慶州 ( 韓 国 ) で 開催 さ れ 、 山崎泰弘 A T R 音 声翻訳通信研

究所社長が議長を務めました。  C - S T A R  ] [ I は一般メンバーであるA f f i l i a t e  mem b e rと 1 9 9 9年の国際

実験・に参加するP a r t n e r me m b e r か ら構成され、  世界の主たる十数の研究機関  ( 図参照 )  が参加して

います。今回はP a r t n e r  m e m b e r だ けに よ る会合で 、  6機関1 4名が参加し、国際共同実験の進め方に

ついて議論を進めました。

今回は 、かねてよ り P a r t n e r  m e m b e rへの参加の意向を表明していた I T C /IR S T ( イ タ リ ア ) が

P a r t n e r  m e m b e r全員の支持を得て、正式にP a r t n e r me m b e r と し て承認 され ま し た 。  これを受けて、

全Pa r t n e r  m e m b e r ( A T R 、 C M U 、 E T R I 、 I T C /I R S T 、U . K a r l s r u h e 、 S i e m e n s )の間で、1 9 9 9年

の国際共同実験に関する合意書が調印 (写真 )  され 、正式に共同研究がス夕一 トす る こ と と な り ま し た 。

共同実験を進めるための具体的課題を効率よく解決するため、 ( 1 )対象とする話題〔 リ ーダ : 森 元  逞

( A T R ) 〕 、 ( 2 ) 中間言語表現〔 リ ーダ : D r . H a n s  U l r i c h  B l o c k ( S i e m e n s ) 〕 、 ( 3 )評価法〔 リ ーダ : D r .

Mi n s o o  H a h n ( E T R I ) 〕 の 3 グ ループが再構成され、各グループ リ ーダの下、次会合までに議論を深

めてお く こ と が要請 され ま し た 。

今後、1 9 9 6年6月までに各P a r t n e r  m em b e rは要素技術を評価し、1 9 9 6年9月にその評価結果を持

ち 寄 り 、  ATRでA f f i l i a t e  m emb e rを加えた全体会合を開催する予定です。

図 C - S T A R  ] l I構成メ ンバー 写真  国際共同実験合意書に調印



サ ー  ビス競合に関する国際会議を開催

( T h e  T h i r d  I n t e r n a t i o n a lWo rk shop  o n  Fea tu re  Interact ions
i n  Te l ecommun i ca t i on  So f twa r e  S y s t em s )

IEEE、 IEICE、 ATR通信システム研究所の共催で「サー ビス競合に関する国際会議」 を、 さる10月11目

(水 )から13日(金)の3日間にわたり開催しました。この分野の第一線で活躍している国内外の研究者

約70名が出席し、 サー ビス競合に関する諸問題にっいて活発な議論が行われました。

新しい通信サー ビスを提供する際には、  既存のサー ビスとの間の不整合 ( サー ビス競合)  を検出  ・ 解

消する こ とが重要です 。  サー ビス競合の検出と解消は、 サー ビス作成時に付与した各サー ビスの特徴を

用い てサー ビス実行時に検出 ・解消する手法などが研究されてきましたが、  これらの手法では新しい要

素を持つサー ビスへの対応や検出の網羅性に問題があり、  サー ビス競合のモデル化およびそれに基づい

た検出 ・解消法が必要になります 。

こ の よ う な 観 点 か ら 本 ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 B . コーへ ン 教 授 ( ロ ン ド ン シ テ ィ 大 学 )  に よ るェー
ジ ェ ン ト モ デ ル に お け る サー ビス競合と題した招待講演、  J . キ ャ メ ロ ン 氏 (ベルコア ) 、 R . ブ ル メ ン

ソール 氏 (ベル コ ア ) 、 N . グ リ フ イ ス 氏 (ベ ル コ ア ) に よ る サー ビス競合のチュー ト リアル、および 1 7

件 の講演 と と も に 、  サー ビス競合の形式的なフレーム ワー ク お よびサー ビス競合に対するアプローチの

ベ ンチマー ク に関する 2 件のパネルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン をお こ ない 、聴講参加者を交えて活発な意見交換
がお こ な わ れ ま し た 。

B .  コーへ ン教授の講演の模様 会場の模様

◆主  催 I E E E 、 I E I C E 、 A T R通信システム研究所の共催

◆ 日  時 平成7年10月11目 ( 水 ) ̃ 1 3 日  ( 金 )

◆場  所 A T R大会議室等

◆参加者  招待講演者ならびに A T R か らの講演者の他 、  大学、 関連する研究機関を中心に 68名

( う ち海外から 3 3 名 ) が参加
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第 2 回A T R臨場感通信会議国際ワーク  シ ョ  ツ プを開催

Second A T R  Work shop  o n  V i r t u a l S p a c e  Teleconferenc ing

ATR通信システム研究所主催で 「第2回臨場感通信会議国際ワー ク シ ョ ツ プ 」  を、 さる11月27日 (月 )

と28目 (火 )  の2日間にわたり開催しました。  この分野の第一線で活躍している国内外の研究者100名以

上が参加し、活発な議論が行われました。

A T R通信システム研究所では、  異なる場所の人物同士があたかも一つの空間を共有しているよ  う な

感覚をもちっっ協調作業が行える環境の提供を目的に、  臨場感通信会議の概念を提案し、  実現に向けた

要素技術の研究とシステム化を進めて来ました。  本年度は当研究所のプロジェク トの最終年度にあたり 、

本 ワー クショップは平成5年 1 2月に行われた第1回の後を受け、臨場感通信会議の研究成果の発表と討

論の場と して開催されま した 。

本 ワー ク シ ョ ッ プ で は 、 H . フ ッ ク ス 教 授 ( ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 大 学 ) 、 C . E . ロ フ ラ 一 教 授 ( カーネ

ギー メ ロ ン大学 ) 、  J . マ ン デ ビ ル 博士 ( ワ シ ン ト ン 大 学 ) 、 N . ア フー ジ ャ 教 授 ( イ リ ノ イ 大 学 ) 、 横 井 茂

樹教授 ( 名 古 屋大学 ) 、 A .ぺ ン ト ラ ン ド 教 授 ( M I T ) 、 森 島 繁 生 助 教 授 ( 成11要1大学 ) が 、 臨 場 感通信会

議の要素技術であるハ、 ーチ ャ ル ・ リ ア リ テ ィ 、 コ ン ピ ュー タ ビ ジ ョ ン と グ ラ フ ィ ッ ク ス 、 お よ び マ ン マ

シ ン ・ イ ン 夕 フ ェースに関する最新の研究成果にっいての招待講演を行 う と と もに 、当研究所の研究員

6名による研究成果の発表講演が行われました。  さ ら に 、  臨場感通信会議システムのデモの見学も行わ

れ 、 ワー ク シ ョ ッ プ参加者か ら 、 A T R の 研究成果に対す る高い評価を得 る こ と が で き ま し た 。 なお 、

当研究所に関連の深いATR知能映像通信研究所の概要説明と見学も併せて行われま  した。

A .  ぺン ト ラ ン ド教授の講演の模様 通信システム研究所でのデモの様子

(ヘル メ ッ ト を 被 つ て い る の は H . フ ッ ク ス 教 授 )

◆主 催 A T R通信システム研究所

◆日  時 平成7年11月27日 (月 ) 、 2 8日  ( 火 )

◆場  所 A T R大会議室等

◆参加者  招待講演者ならびにA T R か らの講演者の他、  大学、  関係する研究機関を中心に11 9名

が参加
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A P E C  に併設された  「 関西プラザ 」  への音声翻訳システムの出展
一大臣 。知事 。市長な ど ご来訪一

APEC (アジア・太平洋経済協力)  閣僚会議・同非公式首脳会議が11月16日から19日の4目間、 大阪にお

いて開催されました。 この期間に併設された「関西プラザ」へATRから音声翻訳システムを展示しました。

大阪で開催された A P E C 閣僚会議  ・ 同非公式首

月凶会議は、  日本では東京以外で初めて開かれる本格

的な国際会議であり、会議開催に合わせ、 1 6か国2

地域から首脳、政府関係者、経済要人、報道関係者

な ど 、  2万人以上もの来阪がありました。  この期間

に 、関西の優れた文化 、経済 、プ ロ ジ ェ ク ト な ど を

マルチ メ デ ィ ア を は じ め 、 あ ら ゆ る 媒体 を活用 し て

主として海外報道関係者等に紹介する  「 関西プラザ

( 関西プレスサー ビスプ ラザ ) 」  が 0 B P地区に開設

され 、  A T R も こ の 関西プ ラ ザ に音声翻訳シ ス テ ム

を出展し 、  A T Rの研究活動の一端を紹介しました 。

会場での音声翻訳システム展示ブース

河野外務大臣のご来訪

展 示 会 場 :

N E C シ ョ ールーム C & C プ ラ ザ

大阪市中央区城見1-4-24 OB P キ ャ ッ ス ル 夕 ワー

展示状況 :

◆11月11日 ( 土 ) ̃ 1 2 日  ( 日 )  < 一 般 見 学 者 >

11日 ( 1 0 : 0 0 ̃ 1 1 : 0 0 ) には井上郵政大臣、山田A P E C大阪会

議関西協力協議会会長 (大阪府知事 ) 、西尾同会長代行 (大阪市

長 )  他多数の来賓が参加され、  オープニングセレモニーが 行 わ

れました。その後の一般公開では、  2日間で約4, 4 0 0名が見学に

訪れました。

◆11月14日 ( 火 ) ̃19日 ( 日 )  < A P E C 関 係 者 >

会議関係者および報道関係者など国内外から、  6 日間で約

13, 500名が訪れました。

1 8日には閣僚会議を終えた河野外務大臣が来訪され、  展示会場

が沸き立ちま した 。

A T R の出展した音声翻訳システムは 、  日本語の

話し言葉を英語、  ドイッ語に翻訳し音声で出力する

実験システムで 、  翻訳された英語やド イ ッ語の音声

が 聞 こ え る と 、 見 学 者 は う な ず い た り 、 に っ こ り す

るなど好評でした 。  中 に は  「関西弁も翻訳できます

か ? 」 と ご当地ならではの質問も飛び出し 、説明員

を あ わ て さ せ る一幕 も あ り ま し た 。  この出展協力に

対して、 1 2月 4日に A P E C大阪会議関西協力協議

会から感謝状を戴きました 。
音声翻訳システムによるデモ
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A T R科学技術セ  ミ ナ ーの開催状況

ATRでは、 先端分野の第一線の研究者の方をお招き し、 その分野の最新の動向等をご講演いただく ATR

科学技術セミナ ー を開催しています。毎回多数の参加をいただき、講師との活発な討論も行われ、 それぞ

れの先端分野の研究情報交流の場と しての役割を果しています。

第33回 95年10月24日 (人間情報科学 第25回)

発声発話訓練のための計算機による支援システム

一外国語な ま り を矯正で き る か一

D .  Kew l e y - Po r t準教授

S. U11man教授

J . L . F l a n a g a n教授

Diane  Kewley - Port  ( イ ン デ ィ ア ナ 大 学 )
( A T R人間情報通信研究所 )

音声知覚と計算機によ  る発声発話訓練の第一人者であ る

イ ン デ ィ ア ナ 大 学 の D. キ ュー リ ー - ポー ト 準教授に、計
算機を用いたマルチ メデ ィ ア技術がどの よ う に発声発話訓

練に生かされるかにっいてご講演頂きました。  基礎的な人

間の音声知覚のモデル化の諸問題から具体的な応用にわた

る広範な話題にっいてお話いただいた後、  応用の具体例と

して、  博士らが 1 0年にわたって開発してきた I S T R A  ( イ

ンディアナ発声発話訓練支援システム )  がビデオを交えて

紹介 されま し た 。

第34回 95年11月1日 ( 人間情報科学  第26回)

人と機械の視覚物体認識 S h  i mon  U l lm a n  ( ワ イ ツ マ ン研究所 )

ワ イ  ッマン研究所の S . ウルマン教授に視覚物体認識へ
の新しいアプローチ にっいてご講演いただきました 。  ウ ル

マン教授は、デビ ッ ド 。マー と共同で提案した運動検出に

関する神経モデルや、運動立体視・形状処理 。 注 意 な ど に

関する独自の計算論的研究で著名です。  今回のご講演では、

少数の物体投影像を組み合わせて行う  3 次元物体の認識理

論 にっいて、 脳の情報処理への示唆も含めてお話しいただ

き ま し た 。

第35回 95年12月8目 (人間情報科学 第27回)

人 と 機械の コ ミ :::L =ケー シ ョ ン 様 式 J a m e s  L . F l a n a g a n  ( ラ ト ガー ス大学)

米国 ラ. ト ガー ス大学の  J . L . フ ラ ナ ガ ン 教授 に 、  同大学

の副学長、産業支援センタ一長、音響音声研究者としての

3つの立場からご講演いただきました。  ご講演では、産業

支援セ ン夕一において人間 と機械の間の様々な コ ミ ュ ニ

ケーシ ョン様式に対する研究が多角的に進められている様

子が紹介されました 。  興味深い具体例の中でも、  音声 と画

像を中心としたマルチメデ ィア会議において 、  発言者の音

声明瞭度を飛躍的に改善でき る複数マイ ク ロ フ ォ ン技術 と

その研究成果の効果的なデモが印象的でした。

〔 お問い合わせ先 〕 A T R科学技術セミナ一事務局

人間情報科学担当 F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 8 , E - m a i l : m i e k o @ h i p . a t r . c o . j p



e受賞

★95年度目本文化デザイ ン大賞 (1995年10月29日)

◎学術、技術、芸術の 3つの世界を 1つに融合し、 2 1世紀に先駆する成果を世に送り出した功績によ

り 受 賞

受 賞 者 内 容

人間情報通信研究所 第6研究室 進化システム ・ 人工生命の研究やその成果を取り入れたイ ン夕ラクティ ブコン

ピュ一夕グラフィックアー トをはじめとするアー ト とテクノロジーの融合によ

り新しい文化創造に貢献

写真提供 : K a z u k o  N A K A J I M A  ( J A 6 7 0 5 - 7 )

☆Best Pape r s賞 (1995年12月25日)

◎論文内容とプレゼンテー シ ョ ンの総合的評価で 、  特に優秀 と認め られ受賞

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

A Un i f i e d  App ro a ch  to

P a r s i n g  Spoken  Na t u r a 1

L a n g u a g e

伝 康晴  研究員 言い直し等の非文法的表現を含む話し言葉

を解析

音声翻訳通信

研究所

第3研究室
Mu l t i - l i ngua1  Spoken -
L a n g u a g e  Tran s l a t i o n

Ut i l i z i n g  Tr an s l a t i o n

E x am p l e s

古瀬 蔵 主任研究員

河井 淳 研究員

飯田 仁 室長

赤峰  亨 研究員

金 徳奉  客員研究員

対訳用例を用いた統一的な処理機構による

多言語話し言葉翻訳手法の提案

I n t eg ra t i on  of Utterances

a n d  Ges tu r e s  f o r  Na t u r a l l y

- Spoken  D i a l o g u e s  o n  a
Mu l t i m o d a l S y s t em

水梨  豪 研究員

友清睦子 客員研究員

o一ケンキム キュンホ 主任研究員

ファイス 口一レン 客員研究員
森元 逞 室長

音声情報とポインテ ィ  ン グ ・  ジェ スチ ャ情

報を統合的に解釈する枠組の提案と実装

音声翻訳通信

研究所

第4研究室A n  Interact ive D i s -
am b i g u a t i o n  Mod u l e  f o r

E n g l i s h  N a tur a l L a n g u a g e

Utterances

H.ブランション 奨励研究員
,::,」 アンキム キュンホ 主任研究員
森元 逞 室長

英語の話し言葉を対象に、その曖昧性を

ユーザ と イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に よ り 解 消 す る

手法を提案
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e学研都市あれこれ

通 信 。放送機構  奈 良 リ サ ー チ セ ン タ 一訪 間

今回お伺いした奈良リサーチセンタ ーは、 郵政省の認可法人である通信・放送機構が、 「高度映像通信社

会の実現」を目指して作つた施設で、1995年5月19日開所しました。当初、通信・放送機構は「通信・放

送衛星機構」として設立され、各種衛星の管理・連営を主な業務としていました。そこへ、新しい通信放

送技術の研究開発業務等がプラスされ、 その名も通信・放送機構と改められました。

奈良リサーチセン夕一は研究開発する施設と、 その研究開発の成果を評価してもらう映像評価施設(アク

ア ミ ュー ジアム )から成 り立つています。

〔研究内容〕

当セン夕一の 3階にある研究開発施設では、  つぎの研究を主におこなっています。

1. 超高精細デジ夕ル映像伝送技術に関する研究

超高精細デジタル映像は、  ハイビジ ョ ンの 4 倍の精細度を持ち 、  微妙な色あいや極細の線まで表現で

きます。  この美しい映像を遠隔医療や遠隔印刷、遠隔教育などに利用できるよ うに研究 ・実験が行われ

ています。

2. 映像データベー ス遠隔検索・表示技術に関する研究

違くに居ながら必要な情報を引き出せるよ うにするためのこの研究は、主に次の 3つの利用目的を考

え、  行われています。

(1) 電子情報提供サー ビ ス : 夕 ウ ン 情報や映画情報な ど 、 利用度の高い観光 。娯楽分野における情報

を提供する。

(2) 電子図書館 :世界のあらゆる図書 ・文書を瞬時に関覧できる 。

(3) 臨場感図書館 ・ 博 物 館 : コ ン ピ ュ 一 夕一の画面に仮想空間をっ く り 、実際に図書館。博物館へ
行 つ たよ う な臨場感を出し情報を得る 。  コンピュ一夕一に慣れていない人にとっては、  欲しい本を

探す雰囲気が感じられ扱いやすい。

現在、基礎研究 。 ア プ リ ケー シ ョ ン実験などを行つています 。当セン夕一には 、常駐の研究員 7名 と

非常勤の研究員が6名、  計13名の人員がいます。 また、  研究開発の実施にあたっては B - I S D Nを介し
た フ ィ ールド実験が不可欠なこ とから 、  関西文化学術研究都市においてB - I S D Nの実用化実験を実施
しているB B C C  (新世代通信網実験協議会)  と共同で実験を行つています 。

〔 ア ク ァ ミ ュー ジアム 〕

見学者は5月22日オープン以来月間 2千人強 、 このままい く と年間 2万 4千人 とな るほどの人気だそ

うです。幼稚園児からお年寄りまで幅広い層の見学があり、来訪者の1 / 5は子供とのことです。企業 。

団体 : 個人の割合はお よそ 6 : 4 で 、 個人では 3 / 4 が 地元の奈良か ら 、 京阪神を含め る と 9 割強 を占め

ます。

この電子水族館の特徴は、 魚などをすべて実物大で表示しており、  カ メ ラ で 魚 を 追つて撮影 し た も の

で な く 、 カ メ ラ を 固 定 し て 撮 つ た自然な ま まの映像を伝えてい る点です 。館内の 1 階 と 2 階 に あ る 6 つ

の ソ ー ンでは、臨場感あふれる映像の表示技術、デジ夕ル映像の組み合わせ技術、マン ・マシン ・イン

夕 一 フ ェース技術 、マルチ メデ ィ アデータベー スの有効な検索技術、  3 面同期 ・連続表示技術、ハイビ

ジョン映像立体表示技術の成果を展示しています。
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* モ=夕 ト ン ネ ル  : 上下左右に設置されたハイ
ビ ジ ョ ン モ ニ ターには、  それぞれ実際に自分

が見る角度の魚や珊瑚礁などの映像が写し出

さ れ る た め 、  特に床下のモニターは、 ま る で

水槽の上を歩いているよ うに思えます 。両サ

イ ドのテレビ映像では 、実物 と思えるほどの

リ ア リ テ ィ で す 。 そ れ ほ ど 、 画 像 も は っ き り

と して美しいものです。

オーシ ャ ン ビ ジ ョ  ンの様子

モニ夕トンネルの様子

* オー シ ャ ン ビ ジ ョ ン : 2 0 0 インチのスク リ ー ン

が 3 面 つ な が り 、 縦 2 . 5メ ー トル ,  横13. 4 メ ー

トルの巨大画面に実物大のジンべェザ メ が映 し

出され迫力のある画像です 。 ス ク リ ー ンのっな

ぎ目も通常だと 2 c mはあるのですが、  このっな

ぎ目はシーム レ スにな ってい ます 。

* C G ア  ド べ ン チ ャ ー  : アニメの画像の中に、  その場で ビデオ カ メ ラ で撮つ た自分の顔が組み込まれ、

自分が主人公となり物語がすすんでいきます。  子供に大人気です。

ほかに、  実際の水族館では見るこ とのできない海の生物の珍しい生態を学べるアクァギャラ  リ 一や、

画面に触れ るだけで触れた生物に っいて解説 し て く れ る夕 ツチ ラ イ ブ ラ リ ー , ハイ ビジ ョ ン立体映像を

楽 し め る 3 D ス クェアがあ り ます 。

印象 と し て 、  この施設が子供たちに人気があるのも もっ と もである と思いました 。子供の素朴な疑問

や率直な意見から 、 ま た違つ た研究の利用方法がみっか る こ と も あ るか も しれ ません 。海に接 していな

い奈良県にこのような電子水族館が誕生して、  研究評価施設としての役割と と もに海にっいて学習する

場を与えてい る よ う に思います 。

なお、  見学ご希望の方は下記へお間い合わせ下さい。

通信 ・放送機構  奈 良 リ サーチセン夕一

0 6 3 0-01 奈良県生駒市高山町8916-19

a ( 07437 )95000

見 学 : 無 料 ・ 予 約 制

朝10時, 午 後 1 時 ,  3 時 の 1 日 3 回 コ ンパニオ

ンに よ る案内

個人の場合は 1カ月前 ,  団体は 2 カ月前から予

約受付開始。
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e研究成果展開

研究用ソフ  ト ウ ェ ア販売のご紹介

ATRでは各研究所で開発した各種研究用ソフ トウェアを販売しております。  その中から、 本号では自動

翻訳電話研究所の音声認識関係の研究用ソフトウェアを紹介致します。

音声認識関係 研究用ソフ ト ゥェア一覧(1)

整理番号 名 称 内 容

SR - 0 01 H M M- L R 用
H M M

H M M- L R音声認識プロ  グラム用の音素モデルを音声DBか

ら統計解析し、 作成するプログラムである 。

S 1l1 - 002 離散分布型HMM 音声DBから作成された標準的な音素モデルであり、  H M M-

L R音声認識プログラムで用いられる。

SR - 0 03 S S S- L R

音声認識プログラム

連続分布型音素モデル ( HM n e t )  と L R テーブルを用いて音

声認識を行うプログラムである。  話者適応機能を含む。

SR - 004 S S S- L R 用

HM n e t学習プログラム

S S S- L R 音声認識プログラム用のH M n e t を 、  音声 D B か ら
学習し、作成するプログラムである。

S R - 0 0 5 連続分布型
HMn e t

音声 D B か ら 作成 された H M n e t モ デルで あ る 。  S S S - L R 音

声認識プログラムで用いられる。

注 )  H M M : か く れ マ ル コ フ モ デル  S S S : 逐次状態分割法

L R : 文法に基づく音声予測

eイベント力レ.ンダー

〔お問い合わせ〕  ㈱国際電気通信基礎技術研究所 開発室

T E L ( 0 7 7 4 ) 951192 F AX ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9

開 催 日 名 称 場 所 問い合わせ先

3月中旬 「光電波融合技術と通信への応用」
ワー ク シ ョ ツ プ

AT R ATR光電波通信研究所
:a(0774)951511

4月4日(木) ATR創立10周年記念式典 。講演会 ATR

経団連会館

国際電気通信基礎技術研究所
総務部 a(0774)951111

国際電気通信基礎技術研究所
企画部 a(0774)951172

4月26日(金) A TR成果報告会
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〇登録特許 .の紹介

特公平06-082279 No.1949832
パター ン認識装置

複雑なパ夕一 ンの認識を大規模なニューラ ルネ ッ  トを用いて行う場合、  学習サンプル不足や過学習などの
影響によって、未学習のパ夕一 ンを う ま く認識する こ とがで きない と言 つ た問題が生じ易い。
本発明は、複雑な複数カテゴリ一間の分類問題を単純な2カテゴリ 一間の分類問題の組合せとして解くこ
とを特徴とするパ夕一ン認識方法に関するものであり、

① 独自な入出力特性を与えた出力ユニットを持つ小規模な対判別用ニューラ ル ネ ッ ト ヮー クに対する 3値

学習

② 異なる観点に基づいて算出される複数の対判別スコアによる総合的な判定

という 2段階の平滑化メカニズムを有するものである。  これによって未学習パター ンに対しても高い認識

性能が実現される。

特公平06-032445 No.1906086
画像信号のための背景分離装置

映像中の人物等の被写体とその背景を分離する場合、 従来のク ロマキ一技術では専用背景設備が必要であ

り 、  かっ正確な分離ができなかった。

本発明は、 予め記憶させておいた背景映像と被写体の入つた入力映像を比較する方法により、  専用背景設

備を使用するこ とな く分離するこ とができ 、かっ陰影や照明条件の変化の影響を受けること無く常に正確な

背景分離を行 う こ とができる 。

A T Rの取得した特許  ・ 実用新案権限は有償で利用できます。 これらの特許権等の実施およびノ ウ ハ ウ の

供与にっいては下記に問い合わせ下さい。

e所員往来

㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室

TEL(0774 )951193  FAX(0774 )951179

平 成 7 年 9 月  2 目より1 2月  1 日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

(但し、  6ヵ月以上滞在の方のみ掲載)

採用  年月日 A T R 所属 氏 名 出向元等

H 7 .  10. 2

10. 2

10. 2

10. 2

10. 2

10. 6

11. 24

12. 1

12. 1

( 国 )企画部開発室長

( 音 ) 第一研究室  研究員

( 人 ) 第一研究室  研究員

( 人 )第三研究室  研究員

( 映 )第二研究室  研究員

( 人 ) 第四研究室  研究員

( 人 ) 第四研究室  研究員

( 音 ) 第三研究室  研究員

( 人 ) 企画課長

内山  公昭

小窪 浩明

增田 郁代

N i co l a s  Schwe i g ho f e r

A r m i n  B r u d e r l i n

Chr i s t i ne  H . S h a d l e

A n d r e w  J . C u r r i e

M i c h a e l P a u 1

市川 保男

N T T

日立製作所

松下電器産業

フ ラ ン ス

サイモンフレーザ一大学

イ ギ リ ス

イ ギ リ ス

ザールブリュッケン大学

N T T

退 職  年月日 復帰先等 氏 名 A T R所属

H 7 .  9 .  30

10. 1

10. 1

11. 30

川崎製鉄

N T T ソ フ ト ゥ ェ ア

中京大学

日本電子計算

山川  栄樹

田島  孝

須佐見憲史

佐藤  正和

(人 )第六研究室

( 国 )企画部開発室

(人 )第五研究室

( 通 ) ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
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編集後記

本号は研究終了となる通信システム研究所及び光電波通

信研究所の小特集と致しました。  3月末で、 A T Rのいわ

ゆる第一フェーズの研究は全て完了となります。

皆様方の暖かいご支援に深謝するとともに、  引き続き第

ニフ ェーズの研究所へのご指導ご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。

さ て 、 研究成果を積極的に活用してゆ く こ と が 、 今後

のATRの重要責務です。  そのためには皆様方のご協力が

必須であり、  成果利用の点でも、 本紙がお役に立てるよう、

記事を充実してゆく所存です。

ATR  Journal第22号 1996年2月1日発行

e発行・編集 株式会社 国際電気通信基礎技術研究所
〒619-02
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

(0774)951111(大代表)

〇製 作 学会セン夕一関西

〇定 価 300円(税込・送料別)

本誌記事の無断転載を禁じます。

〇1996 (株)国際電気通信基礎技術研究所



ATRグループのご紹介 ATRグループは電気通信分野における基礎的・独創

的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設立

する構想のもとに産・学・官の幅広いご支援をいただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている5つの研究会

社(5R&D会社)と、  既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている2つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の8つの株式

会社の総称です。

5R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成されてい

ます。

国際電気通信基礎技術研究所は5R&D会社に対し、

建物スペース・研究施設の貸与・研究者の確保・派遺、

研究資金の出費、研究企画の支援、各種事務の援助など、

総合的な支援を行うとともに2成果管理会社に対する

研究成果の管理・販売などの各種の支援を行つていま

す。

A T R の W-W W ホームページのご案内
アドレス http://www.atr.c0. jp
役に立つ様々な情報を公開しています。今後も随時拡充予定です。

皆様のアクセスをお待ちしております。

ATRジ ャ ーナル担当宛

ご連絡内容(いずれかに印をお願いします。)

口ATR  Journal新規講読申込

口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番 号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TE L :  (07741) 951177
F A X :  (0774)951178

口送付先変更連絡

口研究用ソフトウェア購入申込
【ソフトウェア名整理番号:

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ ガ ナ

お 名 前
口人事移動

口住所変更

口その他付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

T E L

ご意見ご要望

●ATR ジャーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付下さい,

●送付先変更以外については、 変更後の欄に必要事項をご記入願います。




